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ふるさとの恵みと誇りを未来につなぐ
安心と成長のまち 八女

春満開！春満開！
笑顔で桜吹雪を満喫笑顔で桜吹雪を満喫
　4月2日㈰、矢部村の日向神ダム湖畔周辺で「八女・桜ま
つり健康マラソン大会」が行われました。桜吹雪が舞い
散る美しい景観の中、多くの参加者がマラソンやウォー
キングを大いに楽しみました。（関連記事9ページ）
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◦八女市公式ホームページ

◦八女市公式LINE

◦その他公式情報発信ツール

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1111（代表）   FAX 0943・22・2186 
URL https://www.city.yame.fukuoka.jp/　
開庁日時  平日8：30～17：15

（延長窓口  水曜17：15～19：00 本庁一部窓口のみ）

掲載している催し等が変更になる場合
があります。市ホームページ、または問
い合わせ先で確認してください。

八女市企画政策課

d ボタン広報誌

FM 八女 お知らせ放送

@yamecitykoho

新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。

1日3回（7時・12時20分・20時）に放送します。

テレビをKBC（1チャンネル）に合わせ、
リモコンのdボタンを押して視聴します。

＠yamecity

広報 2023年（令和5年）５月1日号八女市 No.1241

yamecity
YouTube

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM 八女【80.1MHz】を通じて放送します。
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納期限・口座振替日
5月31日（水）
納税は、安全便利な口座振
替をご利用ください。納期
限内の納付にご協力ください。
遅れると督促料や延滞金が発
生します。※納付書の再発行
は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（1期）
◦軽自動車税（種別割）
◦住宅使用料（5 月）
◦保育料（5 月）

５月に納めるもの

5 月イベントカレンダー

新型コロナウイルスワクチン接種について

令和 5 年度　施政方針

新年度予算をお知らせします

まちのわだい TOPICS

5 月15 日はスポーツ・健康づくり都市宣言の日  ほか

健康だより

相談はお気軽にどうぞ

図書館だより・おりなす八女

八女市ワンヘルス宣言を行いました  ほか

個人情報保護制度が変わります  ほか

なぜなぜ人権

5月12日は、民生委員 ･ 児童委員の日

26 お知らせ
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▼ 3 月の交通事故の状況

▼３月の火災・救急の状況

▼人口と世帯（3 月31日現在）

▼ 3 月の異動

人口 60,674 (+10)
男 28,717 (-14)
女 31,957 (+24)

世帯数 25,844 (+249)
※（　）内は前月比　　

出生 22 人 死亡 105 人
転入 546 人 転出 453 人

火災出火件数 1 件 （7 件）
救急出動件数 273 件 （945 件）
救急搬送人数 262 人 （898 人）

※（　）内は 1月からの累計

人身事故発生件数 55 件（105件）
死　者 ０人 （ 0人）
傷　者 69 人（133人）

※（　）内は 1月からの累計
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任
意
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
検
査
を
希
望
す
る
市
民
に
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
お
よ
び
抗
原
検
査

の
検
査
料
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

◦
対
象
者
＝
八
女
市
に
住
所
を

有
し
、
次
に
該
当
す
る
人

①
感
染
症
の
初
期
症
状
（
発
熱
、

せ
き
、
倦
怠
感
な
ど
）
が
な
い
人

②
感
染
症
の
濃
厚
接
触
者
に
認

定
さ
れ
て
い
な
い
人

③
医
師
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
指

示
を
受
け
て
い
な
い
人

◦
助
成
対
象
期
間
＝
令
和
６
年

３
月
28
日
ま
で
の
検
査
（
同
日

ま
で
の
申
請
に
限
る
）

◦
検
査
実
施
場
所
＝
公
立
八
女

総
合
病
院

◦
対
象
と
な
る
検
査
＝
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
（
健
康
保
険
適
用
外
）

◦
自
己
負
担
額
＝
検
査
料
は

２
万
２
千
円
の
う
ち
、
自
己
負

担
額
は
左
上
表
の
と
お
り

◦
受
診
方
法
＝
事
前
に
公
立
八
女

総
合
病
院（
☎
２
３・４
１
３
１
）

に
予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
償
還
払
い
に
よ
る
助
成
＝
公
立

八
女
総
合
病
院
以
外
の
医
療
機

関
で
検
査
を
希
望
す
る
人
に
対

し
て
は
、
償
還
払
い（
後
払
い
）

に
よ
る
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
申
請
方
法
・
助
成
額
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
係

（
☎
２
３・１
２
０
１
）

　

高
齢
者
、
基
礎
疾
患
等
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
、

医
療
従
事
者
等
を
対
象
と
し
た
追
加
の
接
種
（
令
和

５
年
春
開
始
接
種
）
が
始
ま
り
ま
す
。

◦
実
施
期
間
＝
５
月
22
日
～
８
月
31
日

◦
使
用
ワ
ク
チ
ン
＝
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク
チ

ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
、
モ
デ
ル
ナ
社
）

◦
対
象
者
＝
初
回
接
種
（
１・２
回
目
接
種
）
を
完
了

済
で
前
回
の
接
種
か
ら
３
ヵ
月
以
上
経
過
し
た
次
の

項
目
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人 

②
5
歳
以
上
65
歳
未
満
の
基
礎

疾
患
等
を
有
す
る
人 

③
医
療
従
事
者
等

※
対
象
者
②
に
該
当
す
る
人
で
こ
れ
ま
で
申
請
し
た
こ

と
が
な
い
人
、③
に
新
し
く
な
っ
た
人
で
接
種
を
希
望

す
る
人
は
要
申
請
。５
月
８
日
か
ら
申
請
受
付
開
始
。

◦
接
種
券
の
発
送
＝
前
回
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、３
か
月
以
上
経
過
し
た
人
へ
前

回
接
種
日
の
早
い
人
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
。

※
対
象
者
で
４
月
以
前
に
送
っ
た
３
～
５
回
目
用
の

接
種
券
を
使
わ
ず
持
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
ま
す
。
改
め
て
発
送
し
ま
せ
ん
の
で
、
紛
失

し
た
人
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
健
康
推
進
課
へ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
接
種
の
予
約
＝
５
月
15
日
以
降
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
W
e
b
か
ら
予
約
申
し
込
み
可
能
。

5
～
11
歳
の
人
（
小
児
接
種
）

　

従
来
型
小
児
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
初
回
接
種
（
１・２

回
目
接
種
）、
小
児
用
２
価
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
追
加
接

種
（
3
回
目
以
降
）
を
実
施
中
で
す
。

6
ヵ
月
～
4
歳
の
人
（
乳
幼
児
接
種
）

　

従
来
型
乳
幼
児
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
初
回
接
種
（
1

～
3
回
目
接
種
）
を
実
施
中
で
す
。

転
入
さ
れ
た
方

　

接
種
の
対
象
者
で
、
八
女
市
転
入
後
に
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
八
女
市
が
発
行
し

た
接
種
券
が
必
要
で
す
。
接
種
券
発
行
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
▽
申
請
に
必
要
な
書
類
＝
①
接
種
券

発
行
申
請
書 

②
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
証
、

接
種
記
録
書
、接
種
証
明
書 

③
本
人
確
認
書
類
（
免

許
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）▽
申
請
方
法

＝
郵
送
ま
た
は
窓
口
申
請
▽
申
請
先
＝
健
康
推
進
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
係

◦
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
市
独
自
支
援
＝

①
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
交
通
回
数

券
配
布 
▽
予
約
方
法
＝
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
時
に

申
込
。
▽
利
用
可
能
交
通
機
関
＝
堀
川
バ
ス
、
西
鉄

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等

②
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
子
育
て
世
代
応
援
券
＝
ワ

ク
チ
ン
接
種
時
に
や
め
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
を
利
用
す
る
際
に
使
用
で
き
る
応
援
券

を
配
布
し
ま
す
。（
事
前
申
込
が
必
要
）

③
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
支
援
窓
口
＝
自
身
で

の
予
約
に
不
安
が
あ
る
人
へ
、
本
庁
健
康
推
進
課
お

よ
び
各
支
所
で
予
約
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
係
（
☎
2
3・1
2
0
1
）

公立八女総合病院　PCR 検査

検査を受ける人
自己

負担額

① 65 歳以上の人
②基礎疾患（慢性閉
塞性肺疾患、慢性腎
臓病、糖尿病、高血圧、
心血管疾患等）を有す
る人
※一定の基準があります

1,500 円

②以外の65歳未満の人 3,000 円

入院や施設入所の条
件として検査をする人

自己負担
無し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の

助
成
に
つ
い
て
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国
内
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
３
年
余
り
の
月

日
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
８
回
の
大

き
な
流
行
の
波
を
経
験
し
、
社
会
経
済
活

動
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
中
で
、
市
民
の
皆

様
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携
、
協
力

の
も
と
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
今
年
５
月
８
日
か

ら
感
染
法
上
の
位
置
付
け
を
、
現
在
の
「
２

類
相
当
」
か
ら
「
５
類
感
染
症
」
に
変
更

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
法

的
な
位
置
付
け
が
変
更
さ
れ
て
も
、
感
染

症
に
対
す
る
不
安
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
医
療
機
関
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
て
感
染

拡
大
防
止
を
図
り
、
市
民
の
皆
様
の
命
と

健
康
を
し
っ
か
り
と
守
り
つ
つ
、
社
会
活
動

と
地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
コ
ロ
ナ
禍
等
の
影
響
に
よ
り
、
電
気
、
ガ

ス
及
び
食
料
品
な
ど
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
欠
か
せ
な
い
生
活
必
需
品
の
値
上
が
り

が
現
在
も
続
い
て
お
り
、
市
民
生
活
や
地
域

経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
対
策

と
し
て
、
国
県
の
支
援
策
に
加
え
て
、
八
女

市
独
自
の
総
合
的
な
緊
急
支
援
策
を
適
宜

打
ち
出
し
、
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
寄
り
添

う
姿
勢
を
基
本
と
し
た
生
活
を
守
る
施
策
、

地
域
の
賑
わ
い
や
地
域
経
済
が
潤
う
施
策

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、「
第
５
次
八
女
市
総
合
計
画
」

の
３
年
目
で
す
。
目
指
す
将
来
都
市
像
「
ふ

る
さ
と
の
恵
み
と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

安
心
と
成
長
の
ま
ち 

八
女
」
の
実
現
に
向

け
、
計
画
に
掲
げ
る
８
つ
の
基
本
政
策
に
基

づ
き
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
※
主
要
・
新
規
事
業
は
6
ペ
ー
ジ
以
降
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
自
然
災

害
へ
の
対
応
、
物
価
高
騰
な
ど
、
先
行
き
が

非
常
に
不
透
明
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
次

世
代
に
「
ふ
る
さ
と
八
女
」
を
ど
う
つ
な
い

で
い
く
か
、
今
、
重
要
な
局
面
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
５
年

度
は
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
、
ま
た
行
政
、
防
災
の
拠

点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
新
庁
舎
が

完
成
い
た
し
ま
す
。さ
ら
に
令
和
６
年
度
は
、

八
女
市
制
70
周
年
及
び
市
町
村
合
併
15
周

年
と
、
本
市
の
新
た
な
発
展
と
成
長
に
向

け
、飛
躍
す
べ
き
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

私
は
こ
の
節
目
を
、
国
内
外
に
向
け
た
情

報
発
信
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
絶
好

の
機
会
と
捉
え
、
さ
ら
な
る
地
域
経
済
の
活

性
化
、
移
住
・
定
住
の
促
進
、
観
光
交
流
・

関
係
人
口
の
創
出
拡
大
に
繋
げ
、
輝
く
八

女
市
の
未
来
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、人
口
減
少
が
進
み
、少
子
高
齢
化
、

産
業
の
振
興
、福
祉
・
教
育
の
充
実
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、私
は
市
政

運
営
を
担
う
責
任
者
と
し
て
、今
の
八
女
に

暮
ら
す
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、将
来
の

八
女
に
住
む
市
民
の
暮
ら
し
を
思
い
描
き
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
八
女
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
責
任
が

あ
り
ま
す
。今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
も
と
よ
り
、中
長
期
的
な
課
題
に
も
真

摯
に
向
き
合
い
、10
年
、50
年
、

１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
今
後
も

全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

令
和
5
年
度
　
施
政
方
針

３
月
定
例
議
会
で
行
わ
れ
た
三
田
村
市
長
の

施
政
方
針
演
説
を
要
約
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

「
５
類
感
染
症
」
へ

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
、災
害
等
に
対
応
し

未
来
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
む

▲
市
議
会
定
例
会
（
令
和
５

年
３
月
）
施
政
方
針
全
文

▶
第
５
次
八

女
市
総
合
計

画
詳
細

地
域
経
済
へ
の
支
援

未
来
の
八
女
市
の
基
盤
づ
く
り
に

取
り
組
む

◀
3
月
定
例
議
会
で
施
政
方
針

演
説
を
す
る
三
田
村
市
長
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令和５年度
一般会計予算は419億8,000万円

令
和
5
年
度
の
一
般
会
計
予
算

総
額
は
４
１
９
億
８
０
０
０
万
円

で
、
新
庁
舎
建
設
事
業
や
保
育
所

等
整
備
費
補
助
事
業
、
小
中
学
校

施
設
長
寿
命
化
事
業
、
学
校
給
食

費
物
価
高
騰
支
援
事
業
等
に
よ
り

対
前
年
度
比
5
％
増
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

を
合
わ
せ
る
と
４
３
２
億
円
を
超
え

る
予
算
規
模
と
な
り
ま
す
。

八
女
市
で
は
市
の
財
政
状
況
を

年
に
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
令
和
５
年
度
予
算
の
内
容
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
簡
素
化

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
財
政

事
情
」
は
、
財
政
課
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課
財
政
係

（
☎
２
３・１
３
４
６
）

419億8,000万円の内訳歳 入

419億8,000万円の内訳
歳 出

歳出を性質別にみると…
費目 金額（割合）

普通建設事業費 82 億 8,405 万円（19.7％）
扶助費 74 億 248 万円（17.6％）
補助費等 56 億 725 万円（13.4％）
物件費 56 億 511 万円（13.3％）
人件費 54 億 9,040 万円（13.1％）
公債費 35 億 6,377 万円（ 8.5％）
繰出金 34 億 2,701 万円（ 8.2％）
その他 25 億 9,993 万円（ 6.2％）
合計 419 億 8,000 万円（100%）

新年度予算をお知らせします

商工費
8億9,814万円

（2.1％）
消防費
12億8,664万円

（3.1％）

　　　その他
　3億6,118万円
　　　　（0.9％）

　災害復旧費
　4億2,702万円（1.0％）

民生費
135億5,258万円
　（32.3％）

総務費
93億2,156万円
　（22.2％）　土木費

38億1,970万円
　（9.1％）

　公債費
35億6,377万円
　（8.5％）

　教育費
33億3,350万円
　（7.9％）

農林水産業費
29億5,895万円
　（7.0％）

　衛生費
24億5,696万円
　（5.9％）

 繰入金　
27億5,277万円
　　　（6.6％）

寄附金・使用料 他
27億4,011万円

（6.6％）

市税
67億3,025万円

（16.0％）

自主財源自主財源
29.2％29.2％

地方交付税
128億9,100万円

（30.7％）

国県支出金
85億367万円
　　（20.3％）

依存財源依存財源
　70.8％　70.8％

　市債
58億1,842万円
　（13.9％）

地方譲与税 他
25億4,378万円
　（5.9％）
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◦
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
支
援
事
業
＝

７
１
８
０
万
円

◦
道
路
改
良
事
業
＝
６
億
８
２
２
０
万
円

◦
水
道
事
業
（
豊
岡
地
区
水
道
整
備
）

＝
８
億
３
５
０
０
万
円

　

 

防
災
総
務
費
＝
２
２
０
万
円

　
災
害
時
の
被
害
情
報
等
を
収
集
、
一

元
管
理
し
、市
民
へ
の
被
害
情
報
等
の
正

確
か
つ
迅
速
な
情
報
提
供
に
取
り
組
み

ま
す
。

◦
庁
舎
建
設
事
業
＝
37
億
１
０
４
６
万
円

◦
河
川
改
良
事
業
＝
２
億
５
９
８
０
万
円

◦
治
水
整
備
事
業
＝
６
１
８
０
万
円

◦
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業（
八

女
福
島
・
黒
木
）
＝
９
０
７
６
万
円

      

     

　

  

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
事
業

(

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
設
置

費
補
助
金
）
＝
６
０
０
万
円

　

現
行
の
住
宅
用
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
設

置
や
蓄
電
池
の
同
時
設
置
の
補
助
金
に

加
え
、
既
存
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

に
蓄
電
池
を
設
置
す
る
場
合
に
つ
い
て

も
対
象
で
す
。

◦
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
＝

１
億
８
４
６
８
万
円

　 

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業

（
新
規
就
農
促
進
支
援
事
業
補
助
金
（
市

単
独
））
＝
２
４
４
１
万
円　

　

 

農
業
振
興
一
般
事
業（
農
業
先
端
技

術
研
究
事
業
費
補
助
金
）＝
１
０
０
万
円

　

 

農
業
生
産
振
興
事
業（
農
産
物
普
及
活

動
支
援
事
業
費
補
助
金
）＝
１
５
０
万
円

　

 

有
害
鳥
獣
対
策
事
業（
イ
ノ
シ
シ
侵
入

防
止
柵
整
備
事
業
補
助
金
）＝
９
５
０
万
円

　
 

農
林
産
物
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

の
侵
入
防
止
柵
整
備
に
対
す
る
補
助
金

の
補
助
率
を
30
％
か
ら
50
％
へ
拡
充
し

ま
す
。

　 

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事

業
＝
４
５
０
０
万
円

　

八
女
材
の
需
要
拡
大
、
関
連
産
業
の

活
性
化
等
を
目
的
に
、市
内
に
自
ら
が
居

住
す
る
た
め
の
新
築
・
増
築
す
る
木
造

住
宅
に
対
す
る
補
助
金
を
80
万
円
へ
拡

充
し
ま
す
。

 

　
竹
林
整
備
対
策
事
業（
竹
林
保
全
整

備
促
進
事
業
補
助
金
）＝
２
１
７
７
万
円

　　

 

養
育
費
確
保
支
援
事
業
＝
30
万
円

　 

児
童
虐
待
防
止
対
策
支
援
事
業
＝

１
４
２
２
万
円

 

　
特
別
保
育（
そ
の
他
）事
業（
保
育

対
策
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
）＝

１
２
９
９
万
円

 

　
保
育
所
等
整
備
費
補
助
事
業
＝

４
億
３
２
７
６
万
円

　

 

や
め
っ
こ
未
来
応
援
金
事
業
＝

８
９
４
４
万
円

　

伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
と
経
済
的

支
援
を
一
体
と
し
て
行
い
、
孤
立
感
や

不
安
感
を
抱
く
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環

境
整
備
を
図
り
ま
す
。

 

　
低
所
得
妊
婦
初
回
産
科
受
診
料
支
援

事
業
＝
63
万
円

 

　
成
人
健
康
相
談・健
康
教
育
事
業（
リ

モ
ー
ト
健
康
相
談
、
脈
波
測
定
装
置
を

導
入
し
た
健
康
教
室
）
＝
３
５
４
万
円

　 

各
種
検
診
・
健
診
事
業（
健
診
Ｗ
ｅ
ｂ

予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
）
＝

３
１
０
万
円

　

各
地
区
で
市
が
行
う
検
診
や
特
定
健

診
に
、
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

令
和
5
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
第
５
次
八
女
市
総
合
計
画
の
基
本
目
標
ご
と

に
紹
介
し
ま
す
。（　
　

＝
新
規
事
業
、　　

＝
拡
充
事
業
）

令
和
5
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

賑
わ
い
と
利
便
性
の
あ
る

基
盤
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

し
く
み
づ
く
り

新

拡

強
靭
で
安
全
な
環
境
づ
く
り

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

新年度予算をお知らせします

新

新新 新

新 新

拡 拡 拡拡 拡 拡

拡拡 拡

新
庁
舎
建
設
だ
よ
り

拡
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W
e
b
や
電
話
に
よ
る
予
約
を
一
元
管
理

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
円
滑
な
事

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◦
小
中
学
校
長
寿
命
化
改
修
事
業
＝

２
億
５
６
７
５
万
円

◦
見
崎
校
区
小
中
学
校
校
舎
等
整
備
事

業
＝
９
３
７
万
円

 

　
中
学
校
教
育
振
興
費
（
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

部
創
設
）
＝
１
５
７
万
円

　 

物
価
高
騰
に
伴
う
学
校
給
食
費
等
に

関
す
る
負
担
軽
減
事
業
＝
６
５
５
４
万
円

　

給
食
食
材
費
等
が
高
騰
す
る
な
か
、

子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

た
め
、食
材
費
の
高
騰
分（
小
・
中
学
校

と
も
に
10
％
相
当
額
）
お
よ
び
給
食
費

を
支
援
し
ま
す
。

　  

教
育
相
談
員
派
遣
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

  

＝
２
７
５
７
万
円

 

　 

小
学
校
水
泳
指
導
事
業
＝
３
９
３
万
円

　  

図
書
館
本
館
整
備
事
業
＝
５
７
０
万
円

　 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
（
ス
ポ
ー
ツ
健

康
づ
く
り
事
業
）
＝
３
０
０
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
教
室
・
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

　
八
女
文
芸
事
業
（「
五
木
寛
之
特
別

企
画
展
」
の
開
催
）
＝
６
３
２
万
円　

    

　

 

岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
運
営
事
業

（
岩
戸
山
古
墳
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）

＝
６
０
０
万
円

◦
い
き
い
き
行
政
区
運
営
交
付
金
事
業

＝
４
５
２
１
万
円

◦
ふ
る
さ
と
絆
便
事
業
＝
４
６
２
万
円

　

 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
＝

２
２
０
０
万
円

　

市
の
魅
力
を
よ
り
効
果
的
に
発
信

す
る
た
め
の
推
進
計
画
の
策
定
と
、

S
N
S
・
電
子
雑
誌
等
を
含
め
た
多
様

な
発
信
手
段
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
観

光
の
発
展
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
移

住
・
定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
大
等
へ
つ
な
が
る
戦
略

的
な
対
外
広
報
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
内
外
に
お
け
る
八
女
市
フ
ァ
ン
の
増

加
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
事
業
＝

１
億
５
０
４
万
円
　

400

300

200

100

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

特別会計名 歳入歳出予算額
国民健康保険事業費 85億3,731万円
介護保険事業費 78億971万円
後期高齢者医療 12億3,537万円
矢部診療所 6,308万円
黒木町串毛財産区 60万円
黒木町木屋財産区 640万円

企業会計名 歳入歳出予算額
水道事業 25億6,653万円
下水道事業 19億3,571万円

▼令和5年度特別会計予算

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
人
づ
く
り

人
権
を
尊
重
し
た

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

未
来
に
つ
な
ぐ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

▼一般会計市債・基金残高の推移

※臨時財政対策債とは、普通交付税（国からの交付金）の代替財源のため市債償還に対して全額国から補填されるもので、実質借金ではありません。

（単位：億円）

基金残高

市債残高

市債残高281290300311320
339

299
314

272268270273
（臨時財政対策
債を除く）

359

※令和3年度までは決算、令和4・5年度は見込み

156162175190

205234
204

232

170157155153

293
328

218218186199

177155 172 176 176

180192203219

191

384

拡 拡

拡 新

新 新新新新
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　3 月 7 日㈫、見崎中学校で防災授業が行わ
れ、2 年生 50 名が避難所の開設や運営につい
て学びました。生徒たちは、平成 24 年に発生
した九州北部豪雨の被災者をインタビューし、

「自助・共助」の大切さや、災害復旧・復興ま
での取り組みや「公助」について学びました。
　また、指定避難所である同校屋内運動場で 1
週間の避難生活を送ることを想定し、備蓄品
の確認や避難所設営を体験し、避難所のルー
ルについて話し合いました。避難所でのプライ
バシーや生活環境の問題が見直され、備蓄品
が改善されてきた経緯について市職員から説
明を受けた生徒たちは「備蓄品には数に限りが
あるので、身体の不自由な人や必要としている
人から優先して使ってもらおう」「小さな子ど
もや高齢者のために消灯時間を決めよう」など
助け合い、譲り合いの気持ちを持って避難所の
ルールを考え、
発表を行うな
ど、地域のた
めに役立ちた
いという頼も
しい姿を見せ
てくれました。

※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

新茶の良好な生育を祈願
　4 月７日㈮、茶摘みシーズ
ンの到来を告げる「新茶祈願
祭」が八女中央大茶園の五社
神で行われ、関係者約 100 人
が豊作と作業の安全を祈願
しました。主催の松延久登
実行委員長は「八女茶発祥
600 年という記念すべき年を起爆剤として、おいしい八女
茶を全国や世界中で楽しんでもらいたい」とあいさつ。
　今年は春の温かさと適度な降水量の影響で、色・味とも
に高品質な茶葉の生育が期待されています。

栄養関係功労者表彰を受賞
　3 月 8 日㈬、食と健康推進フォーラム（第
69 回福岡県公衆衛生大会・令和 4 年度福岡
県食生活改善大会）で栄養関係功労者（地区
組織・組織）知事感謝状の表彰を受けた八女
市食生活改善推進会の皆さんが、市長を表敬
訪問しました。今年 43 年目を迎える同会は 6
支部で構成されており、市の健康教室や子ど
も食堂、サロン、小中学校などで食生活改善
の活動を行っています。

お茶の手揉み技術を競う

出来は上々、新茶の初入札会

　4 月 4 日㈫、八女市担い手研修センターで、第 39 回福
岡県茶手もみ競技大会が行われ、市内外から 7 チームが参
加し製茶の技術を競いました。競技は１チーム３人で、製
茶した茶の品質（外観、香り、味など）で競われました。
優勝チームは 11 月に静岡県で開催される全国手もみ製茶
技術競技大会に出場します。また個人賞では、徳永慎太郎
氏が 10 回連続での 1 位となり、殿堂入りを果たしました。
優勝したチームの永松さんは「それぞれの得意の工程を上
手く分担することができた。八女茶発祥 600 年なので、全
国大会でも優勝を目
指したい」とコメント
しました。【大会結果

（敬称略）】▽優勝＝
筑後（永松宏章・角
琢人・近藤竜成）▽
個人賞＝①徳永慎太
郎（黒木）

　4 月 14 日㈮、JA 全農ふくれん茶取引センターで令和 5
年度新茶の初入札会が行われ、県内の茶商や卸業者など
35 社が参加しました。参加した茶商らは、外観・水色・香り・
味を基準に、出品された茶葉を吟味し入札を行いました。
　今年の初入札会は、140
点、3769.1kg が出品され、
最高値は 1kg 当たり 10 万
円の値が付き、平均価格
は 8,108 円と昨年を上回
り、質のいい新茶が取り引
きされました。

地域の一員として防災を学ぶ
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　4月2日㈰　「八女・桜まつり
健康マラソン大会」が行われま
した。4年ぶりとなる大会では、
544人の参加者が日向神ダム湖
畔の桜並木を力走しました。桜
吹雪が舞い散る美しい景観の中

での大会となりました。
　同日は、観光物産交流施設「杣のさと」でやべ春
まつりも開催され、多数の来場者で賑いました。

大会の結果はこちら

出場大会名・大会結果・所属等の詳細はホー
ムページに掲載しています。

八女市の選手たちが活躍を報告
　各競技で活躍している八女市ゆかりの選手が三田
村市長に全国大会の結果ならびに出場の報告を行い
ました。

競技名 氏名 学校・所属名
水泳 黒田 ゆきの 輝翔館中 3 年
空手 荒田 陽向 西中 2 年
空手 城後 大和 福島小 2 年

【
写
真
】
黒
田
ゆ
き
の
さ
ん

　八女市の新入学児童約 440 人のために ①傷害
保険付きの黄色いワッペンを 4 社（損害保険ジャ
パン㈱、㈱みずほ銀行、明治安田生命保険相互会
社、第一生命保険㈱）から、②黄色い横断旗 90 本を
福岡県トラック協会八女分会（有馬浩一会長）から、
③ランドセルカバーを八女市・広川町・八女交通安
全協会から、④定規を八女市から、⑤防犯ブザーを
八女地区防犯協会（三田村統之会長）からそれぞ
れいただきました。
　どれも新 1 年生に
なる子どもたちの安全
な通学を願っていただ
いたものです。ドライ
バーの皆さんも、安全
運転の心がけをより一
層お願いします。

児童の安全通学を願って

　3 月 19 日㈰、げんき館おおぶちで「第 4 回ランニン
グバイク（ペダルなし二輪車）げんき館おおぶちカッ
プ」が行われました。4 年ぶりの開催となった今大会
は、3 歳、4 歳、5・6 歳と 3 つのクラスで行われ、市内
外から合計 112 人が出場し、青空の下ランニングバイ
クで元気いっぱいに駆け抜けました。
　5・6 歳クラスで優勝した東柊吾くん（八女市北山）
は「初めてのレースでドキドキしたけど、優勝できて
楽しかったです」と笑顔で答えてくれました。

ランニングバイクで駆け抜けたよ

　3月13日㈪べんがら村駐車場で、福島貨物有限会
社（下川洋社長）所有の、八女市をＰＲする大型ト
ラックがお披露目されました。トラックの荷台部分に
は「八女茶発祥600年」のロゴと八女中央大茶園の
写真、昨年リニューアルオープンしたべんがら村の写
真が大きく描かれています。
　このトラックは、
関東や関西方面に
荷物を届けながら、
全国で八女市のＰ
Ｒに大きく貢献す
ることが期待され
ます。

トラックの荷台で八女市をＰＲ

走って感じる
桜色の笑顔

▲黄色いワッペン贈呈式 ▲黄色い横断旗贈呈式
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▶
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
、
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
、
防
犯
ブ
ザ
ー
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　3 月9日㈭、ＮＰＯ法人世界子ども愛樹祭コンクール・
コスモネット（山中洋一理事長）の皆さんと、コンクー
ルを通してトルコの子どもたちとの橋渡しをしているエ
ンシジ・ムラートさん（福岡市在住）が市役所を訪問
しました。
　ムラートさんは「2 月6日に発生したトルコ地震では
鹿児島から愛媛にまたがるほどの範囲が被災し、600
校以上の学校が倒壊している」と、現地の窮状を説明
し、ＮＰＯ法人が集めた義援金が市長立会のもと、ム
ラートさんに託されました。市長は「世界子ども愛樹祭
コンクールがつない
だトルコと八女の縁
を大切に、市民レベ
ルでの支援の輪が
広がることを願って
いる」と話しました。

　4 月 5 日㈬、今春から山村留学生として星野村で生
活する児童 7人が、三田村市長および橋本教育長を
表敬訪問しました。33 期生を迎えた山村留学では、
親元を離れた児童が「星の自然の家」で一年間の共同
生活を送りながら、星野小学校へ通学し、季節ごと
の地域行事に参加します。
　三田村市長は「留学を通じて星野村でさまざまなこ
とを経験していただき、一年後に立派に成長した皆さ
んに会えるのを楽しみにしています」と激励しました。

愛樹祭を縁にトルコへ義援金

星野村での成長を誓う

　地域の母子保健に貢献した助産師などに贈られる
第 44 回母子保健奨励賞（母子衛生研究会主催、厚
生労働省等後援）を八女市本村の助産師、木附和歌
子さんが受賞され、3 月 17 日㈮、三田村市長に受賞
の報告をしました。木附さんは、産前産後ケアや小
学校での思春期保
健教育活動に取り
組まれ、八女市の
新生児妊産婦訪問
や産後ケア訪問に
も携わっています。

母子保健奨励賞を受賞

　「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り

都
市
宣
言
」
と
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
食
生
活
を
通
し
て
、
健

や
か
な
心
と
体
を
作
り
、
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

健
康
で
明
る
い
街
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
宣
言
の
5
つ

の
項
目
を
実
践
し
て
、
健
康
で

元
気
に
生
活
で
き
る
期
間
「
健

康
寿
命
」
の
延
伸
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

①
積
極
的
に
健
康
診
査
を
受

け
ま
す

②
生
涯
に
わ
た
り
、
健
全
な
生

活
習
慣
を
実
現
し
ま
す

③
市
民
ひ
と
り
1
ス
ポ
ー
ツ

を
目
指
し
ま
す

④
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
心
が
け
ま
す

⑤
地
域
で
支
え
合
う
絆
と
、
健

康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
す

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進

課
保
健
指
導
係（
☎
２
３
・
１

３
５
２
）

５
月
15
日
は
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
の
日

　

八
女
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都

市
宣
言
の
も
と
、
予
防
意
識
・
健
康
へ
の
動

機
付
け
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
20
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
特
定
健
診

の
受
診
（
必
須
）
や
健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
対
し
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
、
既
定
の
ポ
イ

ン
ト
（
１
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
）
に
達
し
た

人
に
は
、
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
指
定
施
設

で
の
買
い
物
や
入
浴
な
ど
で
使
え
る
利
用
券

を
渡
し
て
い
ま
す
。

　
ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
も
積
極
的
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
八
女
５
月
１
日
号
と
同
時
に
配
布
す
る

健
康
ポ
イ

ン
ト
ガ
イ
ド

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
ポ
イ
ン

ト
台
紙
は
、

各
地
区
で

の
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
会
場
の
受
付
の
ほ

か
、
次
の
場
所
に
設
置
し
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
区
の
行
事
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
や
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
が
必
要
な
場
合
は
健

康
推
進
課
（
☎
２
３・１
１
１
６
）
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
は

本
庁
各
支
所
等
に
設
置
場
所
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
実
施
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地区 会場 開催日 初回開催日 時間

八女
総合体育館 第 1･3 火曜 5 月 16 日 10:00 ～ 11:30
社会福祉会館 第 1･3 火曜 5 月 16 日

14:00 ～ 15:30

多世代交流館 第 1･3 木曜 5 月 18 日
立花 かがやき 第 1･3 水曜 5 月 17 日
黒木 ふじの里 第 2･4 火曜 5 月 23 日
上陽 農業活性化センター 第 2･4 水曜 5 月 24 日
星野 星野支所大集会室 第 2･4 金曜 5 月 26 日
矢部 矢部公民館大ホール 第 2･4 木曜 5 月 25 日

「からだ楽かる筋力アップ教室」参加者募集
足腰の弱りを感じていませんか。自宅でも簡単に続けられる体操を紹介します。

　今年度より名称を「しっかり貯筋体操教室」から「からだ楽かる筋力アップ教室」へ変更しました。筋力の維持・
向上を目的に、椅子座位を中心とした自宅でも簡単にできる体操を仲間と一緒に楽しく学び、一年間を通して運動
習慣を身につける教室です。足腰の弱りを感じている人や、元気で長生きする秘訣について詳しく知りたい人にお
すすめです。
　今まで「しっかり貯筋体操教室」に参加し卒業した人は一年間の学びを経て、自宅で運動をしたり、さらには地
域で自主サークルを立ち上げたりして体操を続けています。一人ではなかなか続けられないことも誰かと一緒なら
頑張ることができます。多くの皆さんの参加をお待ちしております。
⃝対象者＝ 65 歳以上の八女市民
※要介護認定を受けている人（要介護１～５）および平成 29 年度以降のしっかり貯筋体操教室卒業生は対象外。
体の状態に合う体操内容か参加前
に見学して確かめることをお勧め
します。
⃝参加費＝100 円（送迎不要な
人は負担なし）
⃝持参品＝タオル・筆記具・室
内靴・水分補給の飲み物（動き
やすい服装で参加してください）
◦申込・問い合わせ＝介護長寿課
地域包括支援係（☎ 24・9466）、
各支所担当係
※事前申し込みが必要です。

⃝開催日時・会場

　
八
女
茶
山
唄
は
、
茶
葉
の
生
産
過
程
で

あ
る
茶
揉
み
作
業
時
に
少
し
で
も
楽
し
く

で
き
る
よ
う
歌
い
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
八

女
茶
発
祥
の
地
を
中
心
に
江
戸
時
代
の
終

わ
り
頃
よ
り
歌
わ
れ
て
お
り
、
八
女
茶
の
故

郷
に
ふ
さ
わ
し
い
民
謡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年
の
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
大
会
と
な
り
ま
す
。
八

女
の
茶
山
唄
は
単
な
る
労
働
歌
で
は
な
く
、

年
頃
の
若
者
が
抱
く
淡
い
恋
心
の
芽
生
え

を
軽
快
な
伴
奏
と
共
に
歌
い
上
げ
ら
れ
る

唄
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
八
女
の
民

謡
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
部
門
＝
▽
少
年
少
女
の
部
▽
青
年
の
部
▽

壮
年
の
部
▽
高
年
の
部
▽
寿
高
年
の
部

※
少
年
少
女
の
部
以
外
の
部
で
予
選・決
勝・

グ
ラ
ン
プ
リ
戦
を
行
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
茶
山
唄
日
本
一
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
（
黒
木
支
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
内
／
☎ 

４
２
・
１
１
１
２
／
N

４
２
・
４
５
９
１
）

八
女
茶
山
唄
日
本
一
大
会

６
月
4
日
日
９
時
開
会
／
黒
木
体
育
館

出
場
者

募
集
！

228

令和5 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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【作り方】
①ソーセージは5㎜幅に切る。
②ピーマンとパプリカはヘタと種を除き、1㎝角に切
る。しめじは石づきを除き小房に分ける。
③ボウルに卵を割り入れて混ぜ、Aを加えてよく混ぜる。
④フライパンに菜種油を熱し、①を入れ火が通るまで
炒め、②を加えて炒める。
⑤④に③を加え、大きく混ぜながら半熟状になるまで
加熱したら、蓋をして弱火にして5分間焼く。焼き色
がつき卵に火が通ったら皿に盛る。

クックパッドの「八女
市のキッチン」で、過
去に紹介した「八女は
おいしい」のメニュー
を紹介してい
ます。ご 活
用ください。

ピーマンのオープンオムレツ

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食物繊維
食塩相当量

114kcal
6.9g
8.9g
2.6g
0.8g
0.6g

1人分あたりの栄養価

　ピーマンとパプリカを使ったカラフルなオープンオ
ムレツです。パプリカの代わりにミニトマトでも代用
できます。ピクニックメニューにぴったりです。お好
みの季節の野菜で挑戦してみて下さい。

【材料】6人分
ウィンナーソーセージ…2本、ピーマン…100g、赤パ
プリカ…60g、しめじ…50g、菜種油…大さじ1、卵…
5個
A塩…1/4、こしょう…少々、牛乳…大さじ2、粉チー
ズ…大さじ1
※太字は八女産食材

～ ふるさとの恵み ～

八女はおいしい 　心も身体もイキイキとなる健康づくり
について、楽しく学び実践する教室です。
⃝日時＝6月20日㈫10時～ 11時30分（受
付9時30分～ 50分）※全4回の教室の第1回です（１
回のみの参加も可能です）　
⃝内容＝健康寿命をのばすために、今学ぶ身体のこと
⃝対象者＝18 ～ 64歳で健康に関心のある人 
⃝参加費＝無料 ⃝定員＝先着20人 ⃝会場＝かがやき
⃝申込期間＝5月1日㈪～ 6月6日㈫

　①からだすこやか学習会

　普段の食生活を振り返り必要な栄養の基本につい
て学ぶ講座です。6月～ 8月の期間でテーマを分けて
３回実施します。今回は１回目（６月）の受講生の募集
をします。
⃝日時＝6月24日㈯9時30分～ 13時
⃝テーマ＝働き世代に知っておいてほしい腸活セミナー
⃝対象者＝20代～ 50代 ⃝参加費＝無料
⃝定員＝先着15人程度 ⃝会場＝やめっこ未来館  
⃝申込期間＝5月1日㈪～ 6月8日㈭

⃝上記①②の申込＝健康推進課保健指導係（☎23・
1352）

②からだが整う食のセミナー

参加者
募集！

ご意見記入欄　　（八女市広報R5.5.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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毎
年
5
月
17
日
は「
高
血
圧
の
日
」

で
す
。
こ
れ
は
、
高
血
圧
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
日
常
的
な
血
圧
測

定
や
健
診
受
診
を
促
し
、
高
血
圧
に

よ
る
病
気
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め

に
、
日
本
高
血
圧
学
会
と
日
本
高
血

圧
協
会
が
制
定
し
ま
し
た
。

　

高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
気
づ
き
に
く
い
病
気
で
す
。

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
し
ま
う
と
、
あ

る
日
突
然
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど

の
病
気
を
引
き
起
こ
し
、
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
、
サ
イ
レ
ン
ト・キ
ラ
ー

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◦
血
圧
＝
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た

血
液
が
血
管
の
内
壁
を
押
す
力

◦
血
液
＝
酸
素
や
栄
養
を
全
身
に
届

け
る
役
割
を
担
う

◦
最
高
血
圧
（
収
縮
期
血
圧
）
＝
血

液
を
送
り
出
す
た
め
に
、
心
臓
が
収

縮
し
た
と
き
に
血
管
に
強
い
圧
力
が

か
か
っ
て
い
る
状
態
の
値

◦
最
低
血
圧
（
拡
張
期
血
圧
）
＝

次
に
送
り
出
す
血
液
を
た
め
こ
む

た
め
、
心
臓
が
拡
張
し
て
い
る
状

態
の
値

　

高
血
圧
を
放
置
す
る
と
、
血
管

に
強
い
圧
力
が
か
か
り
続
け
、
そ
れ

に
耐
え
る
た
め
血
管
が
固
く
厚
く
な

り
、
次
第
に
弾
力
を
失
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
血
管
内
が
傷
つ
き
や
す
く

な
り
、
さ
ら
に
そ
こ
に
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
等
が
た
ま
る
と
、
血
管
の

内
腔
は
狭
く
な
り
動
脈
硬
化
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

血
圧
は
常
に
一
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
日
本
高
血
圧
学
会

に
よ
る
高
血
圧
の
基
準
は
、
家
庭
で

測
定
し
た
血
圧
（
家
庭
血
圧
）
と
病

院
等
で
測
定
し
た
血
圧
（
診
察
室

血
圧
）
そ
れ
ぞ
れ
で
基
準
を
設
け
て

い
ま
す
。
高
血
圧
予
防
に
は
、
自
分

の
血
圧
を
知
る
こ
と
が
大
変
重
要
で

す
。
朝
や
夜
な
ど
、
決
ま
っ
た
時
間

に
同
じ
姿
勢
を
と
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
状
態
で
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

①
減
塩
＝
1
日
の
塩
分
摂
取
量
の
目

安
は
、
男
性
は
1
日
7
・
5
ｇ
未
満
、

女
性
は
6
・
5
ｇ
未
満
、
高
血
圧
の

人
は
6
ｇ
未
満
で
す
。
減
塩
食
品
の

活
用
や
調
理
の
方
法
を
工
夫
し
、
高

血
圧
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

②
運
動
・
適
正
な
体
重
管
理
＝

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

の
有
酸
素
運
動
が
お
勧
め
で
す
。
や

や
き
つ
い
程
度
の
運
動
を
毎
日
30
分

以
上
行
う
こ
と
で
、
収
縮
期
血
圧
で

4
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
程
度
、
拡
張
期
血
圧
で

2
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
程
度
の
低
下
が
期
待
で

き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

③
十
分
な
休
養
、ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
＝
心
理
的
・
社
会
的
ス
ト
レ
ス
、

不
十
分
な
睡
眠
や
便
秘
に
伴
う
い
き

み
は
、血
圧
上
昇
を
き
た
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。自
分
な
り
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
見
つ
け
て
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

④
禁
煙
＝
タ
バ
コ
1
本
で
上
下
の

血
圧
と
も
10
～
20
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
上
昇

し
、
15
分
ほ
ど
高
い
状
態
が
続
き

ま
す
。
禁
煙
は
予
防
の
1
つ
と
し

て
重
要
で
す
。

⑤
節
酒
＝
過
度
の
飲
酒
習
慣
は
高
血

圧
を
招
く
た
め
、
こ
の
表
を
目
安
と

し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

 　

血
圧
の
変
化
に
は
、
生
活
習
慣

が
大
き
く
関
係
し
ま
す
。
生
活
習
慣

を
振
り
返
り
、
高
血
圧
を
予
防
す
る

生
活
を
心
が
け
、
血
圧
を
測
る
習
慣

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

市
で
は
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に
よ

る
無
料
の
健
康
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健

指
導
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

健康だより ★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）

健 康 コ ラ ム

高血圧を予防する生活を心がけましょう

血
圧
と
は

高
血
圧
の
基
準
っ
て

高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

参考）日本高血圧学会 家庭血圧測定ガイドライン

高血圧の
基準値 収縮期 拡張期

家庭血圧
(mmHg) 135 未満 85 未満

診察室血圧
(mmHg) 140 未満 90 未満

正常血圧の
基準値 収縮期 拡張期

家庭血圧
(mmHg) 115 未満 75 未満

診察室血圧
(mmHg) 120 未満 80 未満

▼血圧の基準値

【1 日の目安】

ビール 中瓶 1 本 500ml

ワイン グラス 2 杯 240ml

日本酒 1 合 180ml
焼酎

(25 度 ) 1 合 180ml

ウイスキー 1 杯 60ml

※代謝能の低い女性、高齢者はこ
れらの半量が目安
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▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）　　  　23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）　  0942・53・7511
▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～14:30）
【5月】3日㈷・5日㈷・7日㈰・21日㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【5月】14日㈰・28日㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯8000

【休日当番薬局】
八女筑後薬剤師会
ホームページ

（http://ycpa.info）

在宅医当番表

※変更になっている場合があります。

✚

5月3日（祝）
よしだ胃腸内科クリニック（室岡）　   　23・3806
クリニックくろぎ ( 黒木町 ) 42・0887
いいだ歯科・口腔外科クリニック（大島）　 24・0008
山下いさみ歯科医院（筑後市） 　0942・53・7864
鶴丸眼科（筑後市） 　　　　　　0942・52・0002
5月4日（祝）

草場内科循環器科（納楚） 23・5171
後藤内科医院（上陽町） 54・2221
高橋歯科医院（本町） 24・3991
たなか歯科クリニック（筑後市） 　0942・48・4184
ちぢわ耳鼻咽喉科医院（広川町） 32・0144
5月5日（祝）

ひさし・たかし・整形外科・クリニック（蒲原）　24・8366
しばた医院（上陽町） 33・7373
山崎歯科医院（本町） 24・3961
近藤歯科医院（筑後市）　　　　0942・52・4561
5月7日（日）

ごんどう内科（山内） 23・3010
今村循環器内科（黒木町） 33・2115
いまやま歯科医院（広川町） 32・7020
5月14日（日）

古賀泌尿器クリニック（馬場） 24・3121
しばた医院（上陽町） 33・7373
坂田歯科医院（筑後市）　　　　0942・53・7089
長崎眼科クリニック（本村） 22・6123
5月21日（日）

吉山クリニック（稲富） 30・2200
後藤内科医院（上陽町） 54・2221
中村歯科医院（本町） 24・4482
江崎耳鼻咽喉科医院（筑後市）　　0942・53・2347
5月28日（日）

三浦医院【皮膚科】（本町） 23・3928
矢部診療所（矢部村） 47・2700
姫野歯科医院（広川町） 32・0155

（保）…保健師
（栄）…栄養士

…左記ヘ問い合わせ

…健診日です。詳しくは住民健
　診ガイド本　（広報八女5/1号
　折込）をご確認ください。

小学校就学前の成長発達面に
不安がある人が対象です。
問子育て支援課こども家庭係

（☎24・8282）※電話予約

乳幼児心理相談

心理士によるこころの相談

気軽にご相談ください

イベント
カレンダー
マークの見方

心理士相談 【要予約】

◦ … 要予約

市内在住の人が対象です。
5月17日㈬ 13:30～15:30／おりなす八女
問健康推進課保健指導係（☎23・1352）

健 み きピ 移

健

問…問い合わせ

子

住民健診

子

05

13

20

27

06

14

21

28

07

12

19

26

金 土 日Friday Saturday Sunday

市の催しについてはホームページで確認、そのほかについてはお問い合
わせください。催しへの来訪の際はマスクの着用や検温にご協力ください。

小・中学校体育
施設利用者の会
問八女市総合体育館問八女市総合体育館
☎24・1230☎24・1230

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
／要申込

み

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
／要申込

み

　移動ひろば◦
10:00～13:00／室岡公民館 
移

　移動ひろば◦
10:00～13:00／上陽公民館
移

　移動ひろば◦
10:00 ～13:00 ／東公民館
移

　マタニティさん集
まれ♪◦ 「体すこやか
栄 養 講 座」／10:00 ～
12:30／託児あり／要
申込

み

こどもの日

29 3028

「紙コップで遊ぼ
う」◦13:30～15:30
／定員20人／無
料／問多世代交流館（☎
22・2257）

八女観光サイト
には、今月のイ
ベント情報を掲
載しています。

5/27㈯～5/28㈰ 八女上陽ホタルと銘茶まつり【P25参照】

八女軽トラ市
9:00～12:00／八
女観光物産館とき
めき駐車場／問同実行
委員会（☎22・3131）

八女軽トラ市
9:00～12:00／八
女観光物産館とき
めき駐車場／問同実行
委員会（☎22・3131）

立花自然と歩こう会 
8:00～／立花体育館集合
／飛形山中腹方面
／問白鳥さん

（☎37・0038）

　パパママ集まれ！◦
「ドッグセラピー」10：00
～12：00／みらい
広場／要申込

み

■山内花火大会
日時＝5月5日㈷19:30～
場所＝山内大橋上流
雨天時は6日に順延
問山内花火実行委員会

（善さん☎22・2556）

■星の新茶まつり
日時＝5月27日㈯～
28日㈰
会場＝茶の文化館
問茶の文化館（☎
52・3003）

星の新茶まつり星の新茶まつり

GW新茶フェアGW新茶フェア

八女上陽新茶まつり八女上陽新茶まつり

第８回八女新茶まつり第８回八女新茶まつり
山内花火大会山内花火大会
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健康・子育て情報は、
ホームページや LINE で

（＠ yamecity）
（お知らせ受信設定にて選択）
LINE

ホームページ
（こども未来係）

ホームページ
（保健指導係）

Check健康推進課保健指導係
（☎ 23・1352）申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子育て支援課こども家庭係
やめっこ未来館

（☎ 24・8282）

詳しくはホームページへ

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問☎24・9090
移動ひろば
問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（稲富 499）問☎24・8814
子育て支援施設 ピコロ

（黒木町桑原207／ふじの里内）
問☎42・3301

八女市 検索

健
み

き

ピ

移

子

21

08

15

22

02

09

16

23

03 04

10

17

24

11

18

25

Monday月 火 水 木Tuesday Wednesday Thursday

貼って活用
新型コロナウイルスの影響で中
止・延期になる場合があります。イベントカレンダー 5月

イ
ベ
ン
ト
は
入
場
料（
参
加
料
）不
要
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　健康相談（保・栄）
10:00 ～11:00 ／べんがら村 
健

　健康相談（保）
10:30 ～11:00 ／上陽支所
14:30 ～15:00 ／星野支所

健

　4か月さん集まれ（12月生）◦　「産後
ヨガ」10:00～／みらい広
場／飲み物持参/要申込

み

　移動図書館の日
10:30 ～11:10／みらい広場
み

　 つくろうね◦ 「おもちゃ製
作」 10:30～11：30／定員あり／

（5/20㈯締切） ／ピコロ

ピ

　はっぴぃバースデー◦ 「山下照
子さんのパネルシアター」10:30～
11：30／（5/13㈯締切）／ピコロ

ピ

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　移動ひろば◦ 10:00～
13:00／矢部公民館
移

　乳幼児健診 3歳児（R2年4月
生）／やめっこ未来館 
子　乳幼児健診  1歳6か月児（R3

年10月生）／やめっこ未来館 
子

　乳幼児健診 4か月児（R5年1月
生）／やめっこ未来館
子

　ベビーズクッキング◦
10:00～12:00／やめっこ未来館
／筆記具、離乳食冊子持参

子

　乳幼児健診  10か月児（R4
年7月生）／やめっこ未来館 
子

移　移動ひろば◦
10:00～13:00／かがやき 

　子育て相談◦  9:30～10:30
／やめっこ未来館／母子健康
手帳、タオル持参／要予約

子

27

　移動ひろば◦  10:00～13:00
／いわいの郷
移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

5月の催し
■八女上陽新茶まつり
日時＝5月3日㈷～ 7日㈰
会場＝ほたると石橋の館
問ほたると石橋の館（☎
54・2150）

　乳幼児健診  1歳6か月児（R3
年9月・10月生）、3歳児（R2年3月・
4月生）／ふじの里 

子

憲法記念日 みどりの日

　健康相談（保）
10:00 ～11:00 ／黒木支所 
健　すくすく子育て◦ 早寝早起き

朝ごはん／10:00～／要申込（参
加費あり）／きらきら

き

3130

29

■GW新茶フェア
日時＝5月3日㈷～ 5日㈷
会場＝茶の文化館
問茶の文化館（☎52・
3003）

■第８回八女新茶まつり
日時＝5月5日㈷10:00～
15:00
会場＝八女伝統工芸館
駐車場問八女商工会議
所（☎22・5161）

八女上陽新茶まつり八女上陽新茶まつり

GW新茶フェアGW新茶フェア
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相談はお気軽にどうぞ

無料法律相談 【予約】
◦ 5月11日㈭・18日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 5月12日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 5月19日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 5月19日 ㈮ 10:00 ～ 12:00 ／ 八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
◦ 5月26日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦5月22日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦5月11日㈭13:00 ～ 16:00
　／おりなす八女研修棟
行政相談（総務課☎23・1224）
◦5月1日㈪ 13:30 ～ 15:30
　／立花市民センター 2階
◦5月11日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月17日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦5月12日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月19日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦5月17日㈬、31日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦5月17日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦5月12日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月16日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所 103会議室
◦5月25日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所

定例税務相談会
◦5月8日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦5月15日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八 女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課福祉総務係☎24・8030）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦  月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　☎0942・33・6192
こども相談室 (家庭児童相談室） 【予約】
◦  平日 9:00 ～ 17:00　
　本庁内（☎23・1448）
　黒木支所内（☎42・1800）
こころの健康相談 【予約】
心配事は自分一人で悩まず、専門家に
相談してください。精神科の医師や保
健師がこころに関する相談に応じます。
◦  日時＝第1・２・4月曜日 14:30～16:00
◦会場＝南筑後保健福祉環境事務
所分庁舎（八女総合庁舎／予約先☎
0944・72・2176）
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
無料相談【予約】
◦   毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館（法律相談センター／☎0942・
30・0144）

若者（15 ～ 49歳）就職相談支援
《筑後若者サポートステーション》
◦  平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦  毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦   平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター（☎23・1183）

教育相談
◦   平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会（☎0120・784・110）
無料弁護士相談【予約】
◦  毎月第1水曜13:00 ～ 15:00 ／第2・

4水曜18:00 ～ 20:00 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
（電話相談または来訪）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
※来訪は要予約
◦  平日 9:00～17:00／☎24・9422
教育相談
◦   無休・24時間受付／南筑後教育事

務所／☎0942・52・4949
養育費相談
◦  平日9:00～17:00、土曜および第1・

第3日曜 9:00～16:00 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

福岡県あすばる相談ホットライン
◦  毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦   月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦  平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）【地域包括支援センター】

　ひとり親家庭を対象に、
就業支援等を行っています。
◦久留米ひとり親サポート
センター（☎ 0942・32・1140）

電 話 相 談

ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。（市内 2 か所）
①八女市高塚 191（共生の森内）
月～金・第 2 土曜日
9:00 ～ 17:00 開館（☎ 22・8315）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）
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◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

障がい者総合相談窓口
基幹相談支援センター ( リーベル )
平日 8:30 ～ 17:15
☎22・2610
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☎ 22・5332
おりなす八女 ホームページ

八女市立図書館（本館）☎22・2504
本館の開館時間＝平日10時～ 20時

　　　　　　　　土日祝10時～18時
対象＝幼児～小学生
★本館＝6日、13日、２0日、２7日 ※いずれも土曜日14時～
　　　　27日のみ 2回開催　①10時30分～ ②14時～
★黒木分館＝6日㈯10時30分～

★5月のおはなし会

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

分館の開館時間＝　
9 時～17時30分

図書館だより

対象＝０～２歳くらいの乳幼児
♥本館＝7日㈰、２0日 ㈯ 、24日 ㈬　11時～　21階研修室
♥黒木分館＝27日 ㈯ 10時30分～　おはなしコーナー

♥5月のあかちゃんおはなし会

♣5月の館内整理日（全館休館）は26日㈮
♣本館休館日＝ 月曜、館内整理日
♣上陽・立花・矢部・星野分館休館日＝月曜、祝・休日、館内整理日
♣黒木分館休館日＝火曜、祝 ･ 休日、館内整理日

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

◦日時＝5 月7日㈰ 11:00 ～
◦対象＝ 0 ～ 2 歳くらい
◦場所＝本館２階研修室
◦申込不要です。気軽に図書館へ
おいで下さい！

◦期間＝ 5月27日 ㈯～ 6月12日
㈪ 9:00 ～ 17:00
◦会場＝黒木分館前ロビー
※資料がなくなり次第、期間前に
終了することもあります。

※詳細はホームページ、各館掲載
ポスター等を確認してください。

◦講師＝本村尚子さん（絵本コン
シェルジュ）
◦日時＝ 6月17日㈯14:00～（90分
程度）
◦対象＝あかちゃん（0 ～ 2 歳くら
い）よみきかせに興味のある人。お
子さん連れの参加も可能です！
◦場所＝八女文化会館１階ホール
◦定員＝ 50 人程度（要申込・託
児あり）

あかちゃん絵本とあかちゃん絵本と
 わらべうたであそびましょ♪ わらべうたであそびましょ♪

ブックリサイクルブックリサイクル
　　in ゆめみらい図書館　　in ゆめみらい図書館

おすすめ本紹介おすすめ本紹介

篠崎 晃一／監修
ほるぷ出版／出版

　日本全国で使わ
れている方言を、
場面別、地域別に
紹介するカラー図
鑑。
　「じゃんけん」ということばは全国共
通ですが、じゃんけんをするときのか
け声は地方によって違います。「最初は
グー」をひろめたのは誰だかご存じで
すか？

方言ずかん

スマイルあかちゃんおはなし会スマイルあかちゃんおはなし会

5/20
㈯

  三上智恵監督 作品

はちひめ
ホール

  〈2 回上映〉 
① 10:30 ～ 
② 14:00 ～

（当日（当日200 円増)前売 1前売 1,000円おりなすシアター
障がいのある人、障がいのある人、中高生中高生5500円

（開場３0分前） ☎ 090・5473・9968小学生以下無料小学生以下無料  チケット発売中

主催・問い合わせ：
八女で映画をみる会（平井）

●金
S席S席 6,000 円円

※SS席完売※SS席完売
A席A席 5,000円            

高校高校生以下 3,000 円

ハーモニーホール１9:00 開演

（全席指定） 

5/12
チケット好評発売中

ウィーン
　少年合唱団

©Lukas Beck.©Lukas Beck.

サンドアートと音楽の世界

生演奏に合わせて、止まることなく次から次に砂で描
かれる絵(サンドアート)は、感動の空間を演出します。

一般一般 1,5001,500 円円                                                                                          友の会友の会 1,0001,000 円円                                                                                          
高校高校生以下生以下 500500 円円                                                                                                                                                                                    

ハーモニーホール１5:00 開演

（全席自由 )（全席自由 )                                               

7/2
チケット発売中

●日

『標的の島 風（かじ）かたか』
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　八女市は、福岡県が定めたワンヘルス推進基本条
例の基本理念に基づき「八女市ワンヘルス推進宣言」
を３月１日に行いました。「ワンヘルス」とは、「人の
健康」「動物の健康」「環境の健全性」は一つの健康と
捉え、一体的に守っていくという概念または理念です。
　福岡県では、ワンヘルスの実践に関する条例として
全国で初めてとなる福岡県ワンヘルス推進基本条例
を令和３年１月に施行し、ワンヘルスを実践するため
の「６つの基本方針」が示され、令和４年３月には、
基本方針を着実に進めていくために「福岡県ワンヘ
ルス推進行動計画」が策定されました。

【ワンヘルス実践の基本方針（６つ課題への取組 ）】
①人獣共通感染症対策＝医療、獣医療をはじめ各分
野と連携し、発生予防、まん延防止を図る
②薬剤耐性菌対策＝薬剤の適正使用を推進する
③環境保護＝自然環境の保全を図る
④人と動物の共生社会づくり＝動物愛護の推進と野生動物の理解と共存を図る
⑤健康づくり＝自然や動物とのふれあいを通じた健康づくり
⑥環境と人と動物のより良い関係づくり＝健全な環境下における安全な農林水産
物の生産・消費、食育を推進する

【八女市宣言内容】
１ ワンヘルスの基本方針を具体化する福岡県ワンヘルス推進行動計画に連携協
力するとともに、ワンヘルス実践施策を推進します。
2 市民のワンヘルスの周知に努め、理解の促進を図りその実践活動に対し必要な
支援を行います。
　今後は八女市でもワンヘルスの推進に取り組みます。

◦対象＝歯や口に問題が
あるが高齢や病気、障害な
どで歯科医院へ通院が困
難な人
◦対象地域＝八女市・筑
後市・広川町
◦費用＝口腔管理推進室
への相談・申し込みは無
料です。実際に歯科医師
が訪問し、治療をした場
合は治療費が発生します
が、健康保険や介護保険
の利用ができます。
◦問い合わせ先＝八女筑
後歯科医師会口腔管理
推 進 室（ ☎ 080・9463・
1151）
　相談員 ( 歯科衛生士 )
が対応しますのでお気軽
にお電話ください。ご本
人やご家族以外の医療関
係機関、ケアマネージャー
などの介護関係からの相
談依頼も承ります。

八女市ワンヘルス推進宣言を行いましたからだの健康は
お口から～歯科医療

をもっと身近に

▲宣言に署名する市長

◦
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
と
は
＝

　

転
倒
防
止
用
の
手
す
り
を
つ
け

た
一
人
用
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
飛
ん
だ

り
、
足
を
上
げ
た
り
す
る
上
下

運
動
を
交
代
で
行
い
ま
す
。
大

学
の
研
究
で
バ
ラ
ン
ス
機
能
の

向
上
、
腰
痛
・
膝
痛
の
軽
減
、

自
律
神
経
系
の
向
上
な
ど
の
効

果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
八
女
市
内
に
住
む

18
歳
以
上
で
令
和
２
～
４
年
度

に
八
女
市
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

教
室
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

（
主
に
高
齢
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
た
め
、
お
お
む
ね
40
歳
以
上

の
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
）。

※
持
病
が
あ
る
人
や
運
動
に
制

限
が
あ
る
人
、
教
室
で
の
運
動

に
心
配
が
あ
る
人
は
、 

必
ず
事
前

に
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
持
参
す
る
も
の
＝
タ
オ
ル
・
水

分
補
給
の
飲
み
物
、
動
き
や
す

い
服
装

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
事
前
申

込
が
必
要
で
す
。
会
場
ご
と
に

受
け
付
け
ま
す
。
▽
八
女
地
区

＝
介
護
長
寿
課
地
域
包
括
支
援

係
（
☎
２
４
・
９
４
６
６
）
▽
そ

の
他
の
地
区
＝
各
支
所
担
当
係

＝
一
定
期
間
を
通
し
て
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
教
室
で
す
＝

ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
参
加
者
募
集

地区 会場 開催日 初回開催日 時間
八女 八女文化会館 第 2・4 金曜日 6 月 9 日 10:00 ～ 11:30
立花 かがやき 第 2・4 木曜日 6 月 8 日 13:30 ～ 15:00

黒木 豊岡コミュ二ティセ
ンター 第 2・4 木曜日 6 月 8 日

10:00 ～ 11:30上陽 農業活性化センター 第 2・4 水曜日 6 月 14 日
星野 そよかぜ 第１・3 金曜日 6 月 2 日
矢部 矢部公民館 第 2・4 水曜日 6 月 14 日 14:00 ～ 15:30

◦開催日時・会場

◀福岡県ワンヘ
ルス推進サイト
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　福岡県では、先の大戦
における戦没者等の方々
に追悼の誠を捧げるとと
もに、平和を祈念するた
めに開催する右記の戦没
者追悼式への参列者を
募集します。
　また、次の世代へ継承
していくためにも、若い
世代（児童・生徒）の方々
の参列も募集します。

愛情と責任を持って
猫を飼いましょう

　近年、猫に関する相談が多数寄せられてい
ます。フン・尿・鳴き声などの生活環境に関
するものなど様々です。愛情と責任を持って
正しいルールで飼いましょう。
～猫を飼うときのルール～
・室内で飼いましょう
・不妊去勢手術をしましょう
・所有者明示をしましょう
◦問い合わせ＝環境課（☎
23・1462）

名称 福岡県戦没者追悼式 全国戦没者追悼式
主催 福岡県 厚生労働省
期日 8 月15 日㈫ 8 月14 日㈪～ 15 日㈫
会場 県立福岡武道館 　日本武道館

参加資格

先の大戦における福岡県
出身の戦没者及び一般戦
災死没者の遺族で本県に
居住している人（三親等以

内の親族を優先）

①先の大戦における戦没者、一般戦災死没
者および原爆死没者の遺族で本県に居住し
ている人（三親等以内の親族を優先）
② 過去に参加したことのない人
③２日間の行程に十分耐えられる体力を有
し、団体行動がとれる人

参加費用等 無料 旅費の一部補助あり
各市町村締切 5 月 31日㈬

問合せ先
福祉課福祉総務係（☎ 24・8030/N 22・7099）

福岡県保護・援護課（☎ 092・643・3301/N 092・643・3301）

令和５年度戦没者
追悼式のお知らせ

４
月
1
日
か
ら
の
新
し
い
制
度
＝

　

令
和
3
年
5
月
に
公
布
さ
れ
た「
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」に

よ
り「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」（
以
下「
法
」と
い
い
ま
す
）が
改
正

さ
れ
、４
月
１
日
か
ら
法
が
地
方
公
共

団
体
に
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。市
に
お
い
て
も
、こ
れ
ま
で
市

が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
た
「
八
女
市
個
人
情

報
保
護
条
例
」（
以
下「
旧
条
例
」と
い

い
ま
す
）を
廃
止
し「
八
女
市
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」

（
以
下「
法
施
行
条
例
」と
い
い
ま
す
）

を
新
た
に
制
定
し
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
内
容
＝

①
保
有
個
人
情
報
の
開
示
決
定
等
の
期

限
＝
法
の
規
定
で
は
開
示
請
求
が
あ
っ

た
日
か
ら
30
日
以
内
と
し
て
い
ま
す

が
、
市
で
は
旧
条
例
と
同
様
に
、
原
則

と
し
て
15
日
以
内
と
し
ま
す
。
な
お
、

訂
正
・
利
用
停
止
等
の
請
求
に
つ
い
て

は
、
請
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内

と
し
ま
す
。

②
開
示
請
求
の
手
数
料
＝
市
で
は
旧
条

例
と
同
様
に
手
数
料
を
無
料
と
し
、
写

し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
（
コ
ピ
ー
代

等
）を
開
示
請
求
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

③
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
＝
取
り
扱

う
個
人
情
報
が
1
0
0
0
人
以
上
の

フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
新
た
に
個
人
情

報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
作
成
し
ま
す
。

④
個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
＝
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
事
務
に
つ
い
て
、

登
録
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
が
法

に
基
づ
く
も
の
に
変
わ
っ
て
も
、個
人

情
報
に
関
す
る
市
民
の
権
利
の
保
障

や
、個
人
の
権
利
利
益
の
侵
害
を
防
止

す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。市
は
、法
及
び
法
施
行
条

例
の
規
定
に
の
っ
と
っ
て
、引
き
続
き

市
民
の
皆
様
の
個
人
情
報
を
適
正
に
管

理
し
て
い
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
文
書
法
制
係

（
☎
2
3・1
1
1
1
）

個
人
情
報
保
護
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

カ
ー
ド
の
交
付
専
用
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
臨
時
窓
口
は
本

庁
と
黒
木
支
所
で
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
（
各
支
所
カ
ー
ド

も
受
け
取
り
可
能
）。

◦
開
設
日
時
（
予
約
締
切
日
）

＝
５
月
14
日
㈰
8
時
30
分
～

12
時（
同
９
日
㈫)

、５
月
20
日

㈯ 

13
時
～
16
時
30
分（
同
16
日

㈫)

、５
月
28
日
㈰
8
時
30
分
～

12
時（
同
23
日
㈫) 

◦
場
所
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
特
設
会
場
、黒
木
支
所
市
民

係（
14
日
の
み
開
設)

◦
対
象
業
務
＝
カ
ー
ド
交
付
の
み

◦
必
要
な
も
の
＝
電
話
予
約
時

に
案
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
推
進
係（
☎
２
３・１
１
１
７
）、黒

木
支
所
市
民
係（
☎
４
２・１
１
１
３
）

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
専
用
窓
口
を
開
設
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【
部
長
級
】
▽
企
画
部
長 

馬
場
浩
義
（
健
康
推
進
課
長
）

【
課
長
級
】《
健
康
福
祉
部
》
▽
健
康
推
進
課
長 

末
廣
英
子
（
定

住
対
策
課
参
事
補
佐
兼
定
住
対
策
係
長
）
▽
介
護
長
寿
課
長 

樋

口
久
美
子
（
福
祉
課
参
事
補
佐
兼
障
が
い
者
福
祉
係
長
）　《
建

設
経
済
部
》
▽
上
下
水
道
局
長 

松
尾
正
久
（
黒
木
支
所
参
事
補

佐
兼
上
下
水
道
係
長
）　《
教
育
部
》
▽
学
校
教
育
課
長 

栗
山
哲

也 

（
介
護
長
寿
課
長
）
▽
教
育
指
導
課
長 

靏
拓
也
（
福
岡
県
教

育
委
員
会
）　《
支
所
》▽
上
陽
支
所
長 

石
橋
武（
上
陽
支
所
次
長
）

《
外
局
》
▽
総
務
部
人
事
課
付
参
事
（
八
女
中
部
衛
生
施
設
事
務

組
合
派
遣
） 平
嶋
信
作
（
監
査
事
務
局
局
長
補
佐
兼
次
長
）

令
和
５
年
３
月
31
日
付

◦
退
職

【
部
長
級
】
▽
石
井
稔
郎
（
企
画
部
長
）

【
課
長
級
】
▽
原
寿
之
（
上
下
水
道
局
長
）
▽
仁
賀
木
大
助
（
上

陽
支
所
長
）
▽
郷
田
純
一
（
学
校
教
育
課
長
）
※
福
岡
県
教
育
委

員
会
へ
異
動

市
役
所
の
人
事

令
和
５
年
４
月
１
日
付
（ 

）
内
は
旧
役
職

※
部
課
長
の
異
動
の
み
掲
載

　障害者手帳等を持つ人には軽自動車１
台に限り税の減免制度があります。ただ
し、すでに自動車税（県税）の減免を受
けている人は除きます。また、障害の等
級により対象にならないこともあります。
次の事項に該当する人は、5 月 31日㈬
までに申請してください。申請者の本人
確認ができるものが必要です。　
　なお、前年度に減免を受けてその内容
に変更のない人は継続して減免になりま
すが、所有者・車体等に変更があった場
合は新たに申請が必要になります。
◦対象＝①身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手
帳を持つ、一定の要件を満たす人  
②①の人と同居のご家族
③身体障がい者等（障がい者等のみで構
成する世帯に限る）を常に介護する人
◦申請の時に持参するもの＝

【①の場合】各手帳、軽自動車税（種別割）
の納税通知書、運転免許証、車検証

【②③の場合】証明書等が必要な場合が
あります。詳しくは問い合わせください。
◦問い合わせ＝本庁税務課（☎ 23・1113）
または各支所市民係・市民生活福祉係

軽自動車税（種別割）の
減免について

自動車税（種別割）は
5月31日までに納めましょう

　4 月 1日現在で自動車を所有
している人に対し、5 月初めに自
動車税（種別割）の納税通知書
を送付します。5 月 31日㈬まで
に納めましょう。納付場所は、県
税事務所・金融機関・コンビニ
エンスストアなどです。
　また、クレジットカードでの納
付や「LINE Pay」「PayPay」での
納付ができます。
◦問い合わせ＝久留米県税事務
所（☎ 0942・30・1078）

　令和５年度から全国の自治体を対象に、地方税統一 QR コー
ド（eL-QR）や eL 番号を利用した市税の納付方法が拡充されま
した。クレジットカードやインターネットバンキングを利用した
納付や、全国の対応金融機関での納付ができます。
◦対象税目＝固定資産税、軽自動車税（種別割）
◦利用できる納付書＝納付書に「eL マーク」と「eL
番号」や「eL-QR」が印字された納付書
◦納付方法＝下記の納付方法を選べます。詳しい手順
については八女市ホームページをご確認ください。
①地方税お支払いサイト＝クレジットカードやイン
ターネットバンキングを利用した納付が可能です

（クレジットカード払いは別途システム料が自己負
担となります）。
②各種スマートフォン決済アプリ＝ eL-QR の読取
りに対応したスマートフォン決済アプリでの納付が可能です。
③金融機関窓口＝ eL-QR が印字された納付書は、市指定金融
機関以外の「地方税統一 QR コード対応金融機関」でも納付す
ることができます。
◦注意事項＝
・納期限を過ぎた納付書や eL-QR が破損・汚損し読み取れな
い納付書は利用できません。
・①と②を利用したお支払いでは領収書は発行されません。
・市が納付を確認できるまでに一定期間かかるため、すぐに納
税証明書等が必要な場合は金融機関窓口やコンビニエンススト
アでお支払いください。

固定資産税・軽自動車税（種別割の
納付方法が拡充されました

地方税お支
払いサイト

eL マーク
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◦
赤
星
病
と
は

　

新
築
住
宅
地
や
庭
づ

く
り
に
観
賞
木
と
し
て
植

え
ら
れ
る
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ

キ
等
の「
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
」

が
媒
介
す
る
梨
の
病
気
で

す
。赤
星
病
菌
が
梨
の
葉

や
果
実
に
感
染
す
る
こ
と

で
、落
葉
や
果
実
の
品
質

低
下
等
を
ま
ね
く
恐
ろ
し

い
病
気
で
、
梨
栽
培
に
お

い
て
は
大
敵
の
一
つ
で
す
。

※「
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
」が
梨

園
か
ら
２
km
～
３
km
圏
内

に
あ
る
と
、
感
染
の
確
率

が
高
く
な
り
ま
す
。

◦
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん

へ
の
お
願
い

　

梨
農
家
は
開
花
か
ら
収

穫
ま
で
の
間
に
病
害
虫
防

除
を
行
い
、樹
・
葉
・
果
実

等
に
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

栽
培
し
て
い
ま
す
。
農
家

の
防
除
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
し
、今
後
も
産
地
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
、
梨

園
の
２
km
～
３
km
圏
内
に

は
、
で
き
る
だ
け「
ビ
ャ

ク
シ
ン
類
」は
植
栽
せ
ず
、

他
の
樹
種
を
植
栽
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業

振
興
課
農
産
園
芸
係（
☎

２
３・１
１
１
８
） 

　農地の売買、贈与、貸借等に
は農地法第３条に基づく農業委
員会の許可が必要ですが、今
回農地法の一部が改正され、農
地の権利移動に係る下限面積
要件が廃止されました。
　農業従事者の減少や高齢化
が加速化する中で、経営規模に
かかわらず意欲をもって農業
に新規に参入する者を地域内
外から取り込むことを目的とし
た改正となっています。ただし、
農地の権利取得にはこれまで
通り下限面積要件以外の要件

（全部効率利用要件、農作業常
時従事要件、地域との調和等）
を満たす必要があります。
◦問い合わせ＝農業委員会事
務局（☎ 23・2407） 、各支所担
当係

カイヅカイブキ（左）とカイヅカイブキに付着した赤星病菌（右）

 

梨 

を
赤
星
病
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

八
女
の
特
産
物

　

こ
の
事
業
は
木
造
住
宅
の
普
及
拡
大
を
促

進
し
、
八
女
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、

八
女
市
林
業
の
発
展
と
木
材
・
木
造
住
宅
関

連
産
業
の
活
性
化
と
共
に
、
定
住
化
促
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
金
の
額
】

定
額
80
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

【
採
択
要
件
】

①
申
請
者
が
八
女
市
内
に
居
住
す
る
た
め
の

新
築
お
よ
び
増
築
の
木
造
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

②
こ
の
事
業
の
利
用
は
、
同
一
事
業
施
工
中

に
お
い
て
１
回
が
限
度
で
あ
る
こ
と
。

③
木
造
軸
組
工
法
を
基
本
と
す
る
住
宅
で
あ

る
こ
と
。

④
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
。（
増
築
物
件
の
床
面
積
も
同
様
）

⑤
八
女
材
の
使
用
量
が
木
材
使
用
量
の
お
お

む
ね
70
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

⑥
年
度
内
に
完
成
（
棟
上
等
）
確
認
が
可
能

な
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

⑦
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
人
が
、
市
税
・

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
税
外
徴
収
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
工
事
着
手
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

設
計
な
ら
び
に
施
工
業
者
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
八
女
材

普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業
が
効
果
的

に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
計
な

ら
び
に
施
工
を
し
た
も
の
に
対
し
、
そ
れ
ぞ

れ
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
金
の
額
】

　
１
件
の
事
業
に
お
け
る
設
計
お
よ
び
建
築

施
工
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
を
補
助
。

【
採
択
要
件
】

①
八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業

で
交
付
決
定
を
受
け
た
新
築
お
よ
び
増
築
の

木
造
住
宅
の
設
計
ま
た
は
施
工
を
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

②
八
女
市
内
の
業
者
で
あ
る
こ
と
。

③
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
人
が
、
市
税
、

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
税
外
徴
収
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
林
業
振
興
課
総
務
管

理
係（
☎
２
３
・
１
１
６
８
）
※
詳
細
は
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
、
八
女
材
を
使
用
し
た
居
住
用
の
木
造
住

宅
を
新
築・増
築
さ
れ
る
人
へ
補
助
を
拡
充
し
ま
す
。

八
女
材
を
使
っ
て

家
を
建
て
ま
し
ょ
う

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事

業
推
進
事
業

農地の権利移動に
関する下限

面積要件廃止
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なな ぜぜ 人 権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －
■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）

児
童
の
人
権
作
文
に
学
ぶ

　

５
月
５
日
は
子
ど
も
の
日
。
全
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
祝
う
日

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
「
権
利
」
が
保
障
さ
れ
て

お
り
、
私
た
ち
は
し
っ
か
り
と
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、鶴　

麻ま

央ひ
ろ

さ
ん
（
作
文
執
筆
当
時
＝
黒
木
西
小
学
校
６
年
生
）
の
作
文
か
ら
、

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

み
ん
な
で
知
っ
て
お
き
た
い

子
ど
も
の
権
利

　
私
た
ち
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
権
利
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
義
務
も
あ
り

ま
す
。
権
利
は
、国
の
決
ま
り
で
、人
々

が
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
利
益
。
義
務

は
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
つ
と
め
の

こ
と
で
す
。
私
は
最
近
、
子
ど
も
の
権

利
条
約
の
中
に「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

と
い
う
権
利
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
私
は
、「
自
分
ら
し
く
生

き
る
権
利
」
が
あ
る
な
ら
、
自
分
ら
し

く
生
き
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
す
る

と
、
最
近
、
楽
に
生
き
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
権
利
を
知
る
ま

で
、
私
に
は
、
ひ
か
え
め
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
い
つ
の
ま
に
か
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　
昼
休
み
に
、
友
達
か
ら
図
書
館
や
保

健
室
、
一
年
生
の
教
室
に
い
っ
し
ょ

に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
、
い
つ
も
そ
う
し
て
い
ま
し
た
。
友

達
と
一
緒
も
楽
し
い
の
で
す
が
、
た
ま

に
は
一
人
で
行
け
れ
ば
、
も
っ
と
た
っ

ぷ
り
一
年
生
と
遊
ん
だ
り
、
話
し
た
り

で
き
る
の
に
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　
私
は
い
つ
も
、
仲
の
良
い
友
達
が
図

書
館
に
行
く
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
の
昼
休
み
、
教
室
で
本
を
読
み

終
わ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
は
友
達
と

い
っ
し
ょ
に
図
書
館
に
行
く
の
で
、
ど

う
し
よ
う
か
と
な
や
み
ま
し
た
。で
も
、

話
の
続
き
が
早
く
読
み
た
い
の
で
、
一

人
で
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
自
由
に
で
き
た
こ
と
が
と
て

も
楽
し
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
私
は
、「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
は
、
自
分
で
行
動
を
決
め
て
い
い
ん

だ
」
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
ノ
ー
ト
を
取
る
と
き
に
も
同
じ
事
が

言
え
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
ノ
ー
ト
を

書
く
と
き
に
は
、
自
分
ら
し
い
ノ
ー
ト

を
書
い
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
テ
ス

ト
勉
強
で
復
習
を
す
る
と
き
に
、
ど
こ

を
ま
と
め
れ
ば
良
い
か
な
ど
す
ぐ
分
か

る
た
め
、
自
分
ら
し
く
ま
と
め
る
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
野
球
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
最
近
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
調

子
が
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の

私
ら
し
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
っ
て
ど
ん
な

も
の
か
な
と
考
え
ま
す
。

　
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
球
に
合
わ
せ
る
こ
と
に

集
中
で
き
る
バ
ン
ト
な
ら
、
う
ま
く
で

き
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
自
分
も
生
き
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
バ
ン
ト
を
決
め
ら
れ
た

ら
、
自
分
ら
し
い
プ
レ
ー
で
、
チ
ー
ム
の

み
ん
な
に
も
こ
う
け
ん
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
試
合
は
、
ど

ん
な
に
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
で
、
今
ま

で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
で
、
楽
に
生
き
る
こ

と
も
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
自

分
ら
し
く
生
き
る
」
と
い
う
権
利
が

あ
っ
て
、
私
は
と
て
も
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
４
月
１
日
「
こ
ど
も
基

本
法
（
２
０
２
２
年
６
月
に
成
立
）」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
１
９
８
９
年
に
国
際

条
約
で
定
め
ら
れ
た
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
全
て
の
子

ど
も
が
安
心
安
全
に
成
長
し
て
い
け
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
に
は
、
大
き
く
分
け
る

と
次
の
４
つ
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
守
っ
て
い
く
こ

と
は
国
や
大
人
の
責
任
で
あ
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
全
て
の
子
ど
も
が
個
人
と
し
て

　
認
め
ら
れ
、
基
本
的
人
権
を
守
ら

　
れ
、
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
な
い

　
こ
と

②
全
て
の
子
ど
も
が
適
切
に
育
て

　
ら
れ
、
愛
さ
れ
、
保
護
さ
れ
、
遊

　
ん
だ
り
勉
強
し
た
り
で
き
る
こ
と

③
全
て
の
子
ど
も
が
自
分
の
意
見

　
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
様
々

　
な
社
会
活
動
に
参
加
す
る
機
会

　
を
得
る
こ
と

④
全
て
の
子
ど
も
の
意
見
が
尊
重

　
さ
れ
、
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
よ

　
い
こ
と
を
国
や
大
人
か
ら
考
え

　
て
も
ら
え
る
こ
と

　　

子
ど
も
は
、
一

人
の
人
間
と
し

て
、
人
権
を
認
め

ら
れ
る
存
在
で

す
。
子
ど
も
の
声

を
よ
く
聴
き
、
子

ど
も
と
向
き
合

い
、
一
緒
に
考
え

な
が
ら
未
来
を
つ

く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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支えあう 住みよい社会 地域から
5月12日は、民生委員･児童委員の日　－５月12日～18日は活動強化週間－

　

民
生
委
員
法
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
児
童
福
祉
法

に
定
め
る
児
童
委
員
を
兼
務
し
て
い

る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

八
女
市
で
は
、２
１
２
人（
う
ち
26

人
が
主
任
児
童
委
員
）が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
自
ら

も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
人
の
安
否
確
認
や

見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
の

悩
み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
失

業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の

心
配
ご
と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
、必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、市
役
所
や
地
域
の
専
門
機
関
へ

の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

中
で
も
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す

る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
の
が
主

任
児
童
委
員
で
す
。
市
内
で
生
ま
れ

た
全
て
の
乳
児
を
訪
問
す
る「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」な
ど
の
活
動
を

行
い
、
子
育
て
世
帯
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。

　　

八
女
市
で
は
、
福
島
・
長
峰
・
上

妻
・
三
河
・
八
幡
・
川
崎
・
忠
見
・

岡
山
・
上
陽
・
黒
木
・
立
花
・
矢
部
・

星
野
の
13
校
区
そ
れ
ぞ
れ
に
校
区
協

議
会
、
ま
た
市
全
体
で
主
任
児
童
委

員
部
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
13
校
区
・
１
部
を
ま
と
め
る
横
断

的
組
織
と
し
て
、
八
女
市
民
生
委
員

児
童
委
員
連
絡
協
議
会
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
協
議

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
と
は

心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
、
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
７
日
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
て
３
年
が
経
ち
ま

し
た
。
私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く

変
わ
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。

　

特
に
令
和
２
年
度
と
３
年
度
に

お
い
て
は
対
面
に
よ
る
活
動
が
ほ

ぼ
で
き
ず
、
多
く
の
制
限
の
中
で

の
手
探
り
の
活
動
で
し
た
が
、
令

和
４
年
度
は
感
染
対
策
を
十
分
に

行
っ
た
う
え
で
、
徐
々
に
活
動
の

範
囲
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
状
況
を
見
な
が

ら
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
活
動
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
３
年

に
一
度
、一
斉
改
選
が
あ
り
、
本
協

議
会
に
お
い
て
も
、
令
和
４
年
12

月
か
ら
新
体
制
で
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
３
年
間
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
希
薄
化
し
た
地
域
の
つ
な
が

り
や
絆
を
回
復
さ
せ
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

を
支
え
て
い
た
だ
く
の
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
私
た
ち

の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
委
員
の
活
動
に
対
し
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
や
主
任
児
童
委
員
部
、
ま
た
連
絡

協
議
会
全
体
で
、
地
域
の
課
題
を
共

有
し
、
対
応
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た

り
、
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
っ

た
り
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

▽
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
☎
２
４・８
０
３
０
）

▽
黒
木
支
所
生
活
福
祉
係

（
☎
４
２・１
４
６
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
２
３・４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
５
４・２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
２
４・９
１
４
２
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
５
２・３
１
１
３
）

◦
問
い
合
わ
せ

ご
あ
い
さ
つ

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

　

会
長　

樋
口
欣
榮
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　安全で安心なまちづ
くりと住環境の改善の
ために、市内の適正に
管理されていない老朽
危険空き家を解体する
人に対して、その解体
費用の一部を補助する制度を実施しています。
◦補助金の申請者＝空き家の所有者もしくは所
有者の相続関係者等
◦補助金の対象となる空き家＝周辺住環境を悪
化させ、放置されている木造もしくは軽量鉄骨
造りの居住の用に供されていた建築物またはそ
の部分で、居住その他の使用をしていないもの
◦補助金の額＝補助対象経費３分の１（上限 30
万円）
◦その他＝交付要件がありますので必ず事前に
ご相談ください。補助金の交付決定前に工事に
着手したものは対象外です。
◦問い合わせ＝防災安全課生活安全係（☎ 24・
8146）・各支所まちづくり推進係

全国一斉「人権擁護委員の日」
特設人権相談所を開設

　６月１日は、「人権擁護委員の日」です。あなた
の街の身近な相談パートナーである人権擁護委員
が、家庭内の悩みごとや隣近所とのトラブル、い
じめや差別などの相談に応じます。
　相談は無料で、秘密は固く守られますので、気
軽にご相談ください。
　～お互いに人権を守って
　　　明るい社会をつくることが
　　　　私たち人権擁護委員の願いです～
◦開催日＝ 6 月１日㈭
◦時間・会場＝① 9 時～ 12 時・矢部公民館（矢
部） ② 13 時～ 16 時・おりなす八女研修棟（八女）・
地域福祉センター（上陽）・市役所黒木支所（黒木）・ 
立花市民センター（立花）・市役所星野支所（星野）
◦問い合わせ＝福岡法務局八女支局（☎ 23・
2603）

老朽危険空き家の解体費用を補助

　がけ崩れなどの危険区域（がけ地近接等危険区
域）内に建つ住宅（危険住宅）を除去し、安全な土
地へ新築・購入する人に、国、県、市が移転費
用の補助を行います。
◦がけ地近接等危険区域危険住宅＝①県条例に
より建築が制限されている範囲② 土砂災害特別
警戒区域 ③急傾斜地崩壊危険区域 ほか
◦補助金＝▼除却等費＝危険住宅の撤去費、動産
移転費、仮住居費などの費用を１戸当たり 97 万
5 千円を上限として補助します。▼建物助成費＝
危険住宅に代わる住宅の建設または購入 ( 土地
の取得を含む ) の資金を金融機関等から借入れ
た場合、利子相当額を１戸当たり 421 万円 ( 建物
325 万円、土地 96 万円 ) を限度として補助しま
す ( 借入れ利率年 8.5％を限度 ) 。
※補助手続前に住宅の新築・購入、既存住宅の除
去、移転に係る契約等が行われている場合は補助
の対象となりません。また、手続きには期間がか
かりますので必ず事前にご相談ください。
◦問い合わせ＝防災安全課消防防災係（☎ 23・
1731）、各支所まちづくり推進係

がけ地近接等危険住宅
移転事業のご案内

初めてのスマートフォン講座

　これからスマートフォンを使ってみたい人、買っ
たけど使い方が分からない人、正しく安全な使い方
を学びたい人などを対象に「初めてのスマートフォ
ン講座」を行います。講座用のスマートフォンを使
いますので、持っていなくても参加できます。
◦対象者＝八女市民・市内に勤務している人
◦参加費＝無料
◦開催日等＝下表のとおり

開催日 会場 申込締切 申込・問い合わせ

6月8日㈭ 東公民館 5月25日㈭
☎ 23・5276
N 23・5276

6月21日㈬ 矢部公民館 6 月 7 日 ㈬
☎ 24・9144
N 47・2855

7月６日㈭ 星野公民館 6 月22日㈭
☎ 52・3115
N 52・2495

7月20日㈭ 西公民館 7月 6 日㈭
☎ 24・5272
N 24・5272

8月9日㈬ 中央公民館
（おりなす八女） 7 月26日 ㈬

☎ 24・8121
N 24・8122

8月24日㈭ 上陽公民館 8 月10日㈭
☎ 54・3131
N 54・3755

9月 7 日㈭ 立花公民館 8 月24日㈭
☎ 37・1522
N 37・1532

9月21日㈭ 黒木公民館 9月 7 日㈭
☎ 42・9730
N 42・9731

※時間はいずれも 13:30 ～ 15:30
◦定員＝各回 20 人（申込多数の場合は抽選）
◦申し込み方法＝該当する公民館に電話または
Fax（氏名・住所・連絡先・希望日を明記）で申
し込みください。
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八女市岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」

　新型コロナウイルス感
染症の影響により祭りイ
ベントを中止していまし
たが、今年４年ぶりに開
催します。
　幻想的なホタルの光と
上陽茶をお楽しみください。
◦イベント日＝ 5 月 27 日㈯、28 日㈰
◦イベント会場＝ほたると石橋の館周辺（駐車場
が少ないため、乗り合わせでご来場ください）
◦内容＝各種バザーや催しを行います。
◦問い合わせ＝ホタルと銘茶まつり実行委員会（☎
54・2211）
※ホームページ等でホタルの発生状況をお知らせ
します。

◦対象者＝ 60 歳以上の市民
◦期間＝5 月～11月の第4 木曜（11月は第５木曜）
◦会場＝八女市働く女性の家・立花公民館
◦内容＝【午前】教養講座・映画など、【午後】選
択コース（書道、郷土史、園芸、ニュースポーツ、
俳句、短歌、さげもん作り、健康体操）
◦年会費＝ 2500 円 ( 傷害保険料込 )
◦申込締切＝ 5 月10 日㈬
◦申込方法＝立花公民館に設置の申込書に第１希
望、第２希望を記入し提出。または電話、FAX で
申し込みください。
◦申込・問い合わせ＝たちばな熟年会事務局（八
女市立花公民館内／☎ 37・1522 ／ N 37・1532）

立花熟年会会員募集

「いわいの郷」体験イベント

■ 古墳でおはなしかい
　ピクニック気分で岩戸山古墳の緑を感じながら、
物語を楽しみましょう。まんが家さんと絵をかくイ
ラストのワークショップも行います！
◦日にち＝ 5 月21日㈰
◦時間＝①13:00 ～ 13:45、②14:00 ～ 15:00（まん
が家さんと一緒に絵をかこうのみの参加もできます）
◦内容（雨天時は室内で開催）＝①読みきかせ＝紙
芝居「筑紫の磐井」・八女の昔話、②まんが家さん
と一緒に絵をかこう（講師：鹿野真衣さん）
◦参加費＝無料　◦定員＝ 20 人
◦対象＝小学生以下（小学3年生以下は保護者同伴）

八女上陽ホタルと銘茶まつり
第35 回

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの
郷」（☎ 24・3200／N24・3210）月曜休館 
◦対象者の記載がない事業はどなたでも参加できます。た
だし、小学 3 年生以下の参加は保護者の同伴が必要です。

「いわいの郷」歴史講座

く
す
の
実
句
会
（
黒
木
町
文
化
連
盟
）

雪
女
今
朝
は
青
女
か
声
交
は
す

吉
泉
　
守
峰

家
仕
舞
ひ
墓
仕
舞
ひ
し
て
冬
探
し

寺
田
　
睦
子

彼
岸
会
や
椅
子
跡
深
き
カ
ー
ペ
ッ
ト栗

山
　
豊
秋

株
の
年
輪
春
光
に
照
ら
さ
れ
て

野
﨑
万
智
子

卒
業
生
乗
せ
て
柳
河
川
下
り

松
尾
　
ア
サ
子

入
籍
を
済
ま
せ
し
娘
う
ら
ら
な
る松

尾
　
満
留
美

航
空
券
二
枚
求
め
て
春
を
待
つ

東
野
　
蓉
子

■ 邪馬台国と倭国騒乱
　誰もがけげんな顔をするが、『倭人伝』
を正しく読めば邪馬台国は八女になる。「邪
馬台国は強大国」は根拠のない思い込みだ。実は
どこも支配していない。そんな邪馬台国の卑弥呼が
なぜ倭王になれたか？『倭人伝』がひた隠す歴史
のヤミに迫る。
◦講師＝真野和夫（元大分県立歴史博物館副館長）
◦日時＝ 5 月27日㈯ 13：30 ～ 15：00
◦定員＝ 40 人（要申込・先着順）
◦申込受付開始＝５月１日㈪　
　
■ 弥生時代の青銅器生産は八女が握っていた！
　八女市に所在する北山今小路遺跡は、
日本列島で初めて製作された金属器である
青銅器を製作するために必要な鋳型素材を
加工した遺跡であることが分かりました。本講座で
は、その最新研究を紹介します。
◦講師＝田尻義了（九州大学大学院比較社会文化
研究院共創学部准教授）
◦日時＝ 6 月10日㈯ 13：30 ～ 15：00
◦定員＝ 40 人（要申込・先着順）
◦申込受付開始＝５月１日㈪
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旧
八
女
市
小
学
校
区
８
学
童
保

育
所
の
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

年
齢
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

◦
募
集
期
間
＝
5
月
1
日
㈪
～
5

月
12
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
法

人
飛
形
福
祉
会
（
☎
３
７・０
１
０
０
）

◦
業
務
内
容
＝
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
管

理
・
運
営
（
利
用
客
の
受
付
、
安

全
監
視
、
清
掃
な
ど
）

◦
募
集
区
分
＝
①
プ
ー
ル
管
理
・

監
視
人 

②
ア
ル
バ
イ
ト

◦
募
集
人
数
＝
①
5
人
程
度
（
男

女
そ
れ
ぞ
れ
半
数
程
度
） 

②
5
人

程
度
（
男
女
そ
れ
ぞ
れ
半
数
程
度
）

◦
勤
務
期
間
＝
①
7
月
1
日
㈯
～

8
月
31
日
㈭ 

②
7
月
21
日
㈮
～
8

月
27
日
㈰

◦
募
集
締
切
＝
6
月
14
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
（
☎
５
２・３
１
１
２
）

　

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
保
存
会

で
は
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
た
め

に
、お
囃
子
を
学
習
す
る
「
子
ど
も

教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

に
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
主
催
＝
八
女
弓
道
会

◦
連
絡
先
＝
み
や
ざ
き
内
科

　
　
（
宮
崎
／
☎
３
７・０
０
０
８
）

　

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
は
、
お
お
む
ね

30
歳
以
下
の
農
業
者
で
構
成
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
若

手
農
業
者
が
交
流
と
親
睦
を
図
り

な
が
ら
、
農
業
の
生
産
技
術
や
経

営
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
経
営
上
の

課
題
を
解
決
す
る
力
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
組
織
で

す
。
八
女
農
業
の
Ｐ
Ｒ
・
活
性
化

◦
内
容
＝
三
味
線
・
鼓
・
太
鼓
を

練
習
し
、
秋
の
本
公
演
時
に
発
表

し
ま
す
。

◦
日
程
＝
5
月
～
9
月
の
毎
週
土

曜
日
（
全
17
回
）

◦
対
象
者
＝
市
内
の
小
学
生
（
４

年
生
以
上
）・
中
学
生

◦
定
員
＝
20
人
程
度

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

３
階
和
室
ほ
か

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
申
込
み
締
切
＝
5
月
19
日
㈮

◦
申
込
方
法
＝
①
三
味
線
コ
ー
ス

ま
た
は
②
鼓
・
太
鼓
コ
ー
ス
の
い
ず

れ
か
を
指
定
し
て
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
（
貸
出
で
き
る
楽
器
数

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
先
着
順
と

な
り
ま
す
）。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振

興
課
文
化
振
興
係

（
☎
２
３・１
９
８
２
）

　

弓
道
を
始
め
た
い
人
、
興
味
の
あ

る
人
、
道
具
が
な
く
て
も
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。

◦
期
間
＝
6
月
7
日
㈬
～
7
月
28

日
㈮
の
毎
週
水
曜
と
金
曜

◦
時
間
＝
20
時
15
分
～
21
時
30
分

◦
募
集
人
員
＝
先
着
10
人
（
15
～

75
歳
）

◦
場
所
＝
八
女
市
弓
道
場

◦
参
加
費
＝
５
０
０
０
円
（
教
材

費
等
）
6
月
7
日
の
開
校
式
当
日

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
5
月
27
日
㈯
～
6
月
4

日
㈰
９
時
～
17
時（
月
曜
休
館
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統
工
芸

館
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　

治
水
土
木
の
神
様
と
言

わ
れ
た
田
中
吉
政
公
に
関

す
る
企
画
展
で
す
。
９
回
目
の
今

回
は
、
八
女
を
始
め
筑
後
で
残
し

た
偉
業
の
数
々
や
柳
川
の
掘
割
等

の
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
5
月
13
日
㈯
～
21
日
㈰

９
時
～
17
時
（
最
終
日
は
16
時
ま

で
／
月
曜
休
館
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館　

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統
工
芸

館
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
5
月
13
日
㈯
10

時
30
分
～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
（
福

岡
市
東
区
馬
出
4
丁
目
10
番
1
号
）

◦
内
容
＝
講
演
会
・
講
座
・
看
護

体
験
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

（
☎
０
９
２・６
３
１・１
２
２
１
）

◦
日
時
＝
５
月
14
日
㈰
13
時
45
分
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
内
容
＝
講
演
会
・
八
女
市
長
と

の
対
談

◦
講
師
＝
組
坂
繁
之
さ
ん（
部
落
解

放
同
盟
中
央
本
部
前
委
員
長
）

◦
演
題
＝
人
権
な
く
し
て
平
和
な

し
、
平
和
な
く
し
て
人
権
な
し

◦
そ
の
他
＝
一
時
保
育（
要
予
約
）、

手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
政

策
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
☎

２
３・１
４
９
０
）

　

八
女
の
暮
ら
し
と
と
も

に
、
職
人
の
手
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
工
芸
品
に
関
す
る
企
画
展

お知らせも
よ
お
し

八
女
市
人
権
講
演
会

募
　
集

　掲載している催し等は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のため、中止になる
ことも想定されます。市の催しについては八
女市ホームページで確認、そのほかについて
はお問い合わせください。催しへの来訪の際
はマスクの着用や検温にご協力ください。

看
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

工
芸
×
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
展

星
野
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
管
理
・
監
視

員
・
ア
ル
バ
イ
ト

筑
後
ノ
國
32
万
５
千
石

初
代
国
主
田
中
吉
政
展

弓
道
初
心
者
教
室
参
加
者

学
童
保
育
所
支
援
員

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形

子
ど
も
教
室
受
講
生
募
集

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員
募
集

５月３日㈷ 白城の里旧大内邸で「食の提供」が始まります
　5 月 3 日㈷から、白城の里旧大内邸で
の「食の提供」が始まります。食の提供
は、土・日・祝日の昼食限定で、事前予
約が必要です。食事は季節の食材を使っ
た郷土料理を中心とした『お膳』になり
ます。
◦問い合わせ＝白城の里旧大内邸（☎
35・0415 ／ 9:00 ～ 17:00 ／火曜定休）
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の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
や
視

察
研
修
、
食
育
活
動
な
ど
を
通
し
、

生
産
技
術
の
向
上
や
ク
ラ
ブ
員
相

互
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

八
女
地
域
内
だ
け
で
は
な
く
、
福

岡
県
内
外
の
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員
と
の

交
流
の
機
会
も
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
地
域
振
興
課
地
域
係
（
☎

２
３・３
１
０
６
）

　

家
づ
く
り
の
流
れ
や
関
わ
る
人
た

ち
に
つ
い
て
、
ま
た
こ
れ
か
ら
考
え

て
い
く
べ
き
持
続
可
能
な
循
環
型
建

築
に
つ
い
て
、
家
づ
く
り
の
基
礎
知

識
を
わ
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

◦
第
１
回
「
何
か
ら
始
め
る
？
理
想

の
家
づ
く
り
」

◦
日
時
：
５
月
14
日
㈰
13
時
～
16
時

◦
定
員
：
10
組　

(

要
予
約)  

無
料

◦
開
催
場
所
：
お
り
な
す
八
女

◦
申
し
込
み
＝
住
教
育
推
進
機
構

（
☎
０
５
０・３
７
０
７・３
３
９
３
）

　

令
和
５
年
度
の
八
女
市

国
民
健
康
保
険
税
率
が
変

わ
り
ま
す
。

◦
変
更
点
＝
①
医
療
費
分
の
均
等

割
額
・
平
等
割
額
が
上
が
り
ま
す
。

②
後
期
支
援
金
分
の
所
得
割
額
・

均
等
割
額
・
平
等
割
額
・
上
限
額

が
上
が
り
ま
す
。
③
所
得
が
少
な

い
世
帯
の
軽
減
の
条
件
が
一
部
緩

和
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
国
民

健
康
保
健
係
（
☎
２
３・１
１
１
６
）

　

令
和
5
年
度
の
上
水
道
拡
張
工

事
を
黒
木
町
豊
岡
地
区（
本
分
中
央・

南
本
分
・
下
本
分
の
国
道
４
４
２
号

南
側
お
よ
び
上
北
本
分
の
一
部
、
田

本
の
一
部
並
び
に
中
原
の
一
部
）
で

行
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
が
7
月
31
日
㈪
ま
で
に

上
水
道
の
加
入
申
し
込
み
を
し
た
場

合
、
加
入
金
や
工
事
費
用
の
一
部
を

減
額
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
上
下
水

道
係
（
☎
４
２・１
１
１
８
）

　

八
女
市
指
定
鍼
灸
院
で
の
は

り
・
き
ゅ
う
治
療
は
、
１
回
に
つ

き
１
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
１
人
月
７
回
ま
で
。

◦
対
象
者
＝
八
女
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者
・
八
女
市
内
在
住
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
加
入
者

◦
助
成
の
受
け
方
＝
被
保
険
者
証

を
八
女
市
指
定
鍼
灸
院
に
持
参

◦
問
い
合
わ
せ
＝
各
鍼
灸
院
・

健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険

係
（
☎
２
３・
１
１
１
６
）・
介

護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
３・１
３
０
８
）

　

道
路
河
川
愛
護
作
業
に
毎
年
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
本
年
も
行
政
区
の
都
合
の

良
い
時
期
で
の
開
催
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
業
に
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

袋
は
八
女
市
本
庁
管
内
行
政
区
は
本

庁
第
一
整
備
室
、
各
支
所
管
内
行
政

区
は
各
支
所
建
設
産
業
係
で
各
行
政

区
長
に
配
付
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
建
設
課
（
☎

２
３・１
９
７
１
）・
各
支
所
建
設
産

業
係

◦
日
時
＝
６
月
23
日
㈮
受
付
は
９
時

30
分
～
14
時
30
分
ま
で

◦
会
場
＝
八
女
市
黒
木
支
所
（
八
女

市
黒
木
町
今
１
３
１
４
番
地
１
）

◦
相
談
内
容
＝
補
装
具
の
支
給
・
修

理
の
相
談
（
視
覚
、
聴
覚
、
内
部
障

が
い
者
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
）

◦
予
約
受
付
＝
５
月
23
日
㈫
ま
で
に

福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◦
持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑
②
身

体
障
害
者
手
帳
③
補
装
具
の
再
支

給
や
修
理
希
望
者
は
前
回
支
給
の

補
装
具

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
作
成

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
障
が
い
者

福
祉
係
（
☎
２
３・１
３
３
５
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
妊
婦

に
対
し
、
4
月
1
日
以
降
に
検
査

し
た
初
回
の
産
科
受
診
料
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
市
へ
の
手
続
き

の
際
に
必
要
と
な
る
領
収
書
と
診

療
明
細
書
を
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
の
開
始
時
期
な

ど
決
ま
り
次
第
、
市
広
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ

ど
も
家
庭
係
（
☎
２
４・９
１
４
８
）

　

税
証
明
書
の
最
新
年
度
更
新
作
業

の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
税
証
明
書
交
付
を
停
止
し
ま
す
。

◦
停
止
期
間
＝
５
月
31
日
㈬
終
日

◦
停
止
す
る
証
明
書
＝
税
証
明
書

※
税
証
明
書
以
外
の
証
明
書
（
住
民

票
の
写
し
等
）
は
通
常
通
り
取
得
で

き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
推
進
係
（
☎
２
３・１
１
１
７
）

　この時期は空気が
乾燥し、強風が吹く
気象条件に加え、山
では枯葉や枯草が多
くなっていることなど、
山火事発生の危険性
が高い時期となります。
　特に、空気が乾いている日や風が強
い日にはたき火や野焼きをしないなど、
火の取扱いには十分な注意が必要で
す。火をつけたら消火するまで絶対に
その場を離れないでください。
　山火事は一旦発生するとその消火は
容易ではなく、一瞬にして貴重な森林
を焼失するとともに、その回復には長い
年月と多くの労力を要するものです。私
達一人ひとりが火の取り扱いを注意す
ることで、山火事を未然に防ぐことがで
きます。貴重な自然をみんなで守りま
しょう！

八女消防本部（☎ 24・1119）
みんなで山火事を防ぎましょう!!

一
　
般

道
路
河
川
愛
護
作
業
に
つ
い
て

上
水
道
加
入
の
お
願
い

国
民
健
康
保
険
税
率
の
変
更

は
り
・
き
ゅ
う
治
療
の
助
成

5月5日～11日は児童福祉週間

小さなて
 みんなではぐくみ 育ててく

令和 5 年度児童福祉週間標語

（竹島一輝さん 15 歳 兵庫県）

　子どもの健やかな成長のについて国民全
体で考える事を目的に、5 月5日のこどもの
日から一週間は「児童福祉週間」に定めら
れています。

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
開
催
に

つ
い
て
（
予
約
制
）

家
づ
く
り
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か

初
回
産
科
受
診
料
を
一
部
補
助
し

ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
停
止

に
つ
い
て



　
３
月
24
日
、
べ
ん
が
ら
村
で
八
女
伝
統
本
玉
露
ボ
ト
リ
ン
グ
テ
ィ
ー
「
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ｅ
」
の
完
成
披
露
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
新
商
品
は
、「
八
女
伝
統
本

玉
露
」
の
４
種
類
の
茶
葉
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
氷
に
近
い
温
度
の
水
で
抽
出
し

た
も
の
で
、
玉
露
の
甘
み
と
う
ま
み
が
口
の
中
に
広
が
り
、
ま
ろ
や
か
な
飲

み
口
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
内
外
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
等
へ

の
売
り
込
み
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
八
女
茶
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
と
知

名
度
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
▼
近
年
、
緑
茶
は
体
に

良
い
成
分
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
健
康
増
進
の
面
で
も
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
が
、
生
産
面
や
消
費
面
で
は
、
決
し
て
楽
観
で
き
な
い
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
産
地
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
引
き
続

き
生
産
者
へ
の
支
援
や
販
売
促
進
の
施
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
度
は
「
八
女

茶
発
祥
６
０
０
年
」
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
全
国
茶
品
評
会
や

全
国
お
茶
ま
つ
り
の
福
岡
県
開
催
を
は
じ
め
、
本
市
に
お
い
て
も
様
々
な
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。私
も「
福
岡
の
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年
祭
」

の
実
行
委
員
長
と
し
て
、
八
女
茶
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
人
々
の
生
活

の
中
で
、
お
茶
が
い
か
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を

し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
に
、
そ
し
て
健
康
づ
く

り
に
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
お
茶

に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
取
り
入
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

「八女茶発祥
　　  600 年」

市市長長ココララムム98

あなたの投稿が広報紙に！？あなたの投稿が広報紙に！？
ハッシュタグ八女ハッシュタグ八女
「新コーナー」「新コーナー」

5月の「お題」5月の「お題」

＃
＃八女の香り＃八女の香り

　毎月テーマを変えてI
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram上で八女の魅力
を集めます。
　ご自身のInstagramアカウントで「＃八女の香り」
「＃ハッシュタグ八女」と付けて、ぜひ投稿をお願
いします。素敵な投稿は、広報八女や公式SNSで
ご紹介させていただく場合があります。

「＃八女うらら」は１０８件（４月１９日時点）の投稿を
いただきました。ありがとうございました。今後も素敵
な投稿をお願いします。

▲「ＹＡＭＥ」完成披露会

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。
氏名・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お
持ちいただくか、郵送でお申し込みください。◦申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

そ
う
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と

う
♡
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
元
気

に
大
き
く
な
っ
て
ね
♪

佐藤 想
そ う

 ちゃん

R4年5月8日生（酒井田）

食
い
し
ん
坊
の
そ
う
ち
ゃ
ん

♡
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
食

べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

山口 奏
そう

 ちゃん

R4年5月17日生（高塚）

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
が
可
愛
い
璃

帆
ち
ゃ
ん
♡
ね
ぇ
ね
と
仲
良

く
大
き
く
な
ぁ
れ
♡

中尾 璃
り ほ

帆 ちゃん

R4年5月20日生（吉田）

１
歳
お
め
で
と
う
♡
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
み
お
ち
ゃ
ん
‼

大
好
き
だ
よ
♡

野田 美
み

緒
お

 ちゃん

R4年5月18日生（大籠）

祝
１
歳
☆
楽
し
い
毎
日
を
あ

り
が
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も
す

く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね

白山 迪
ふ み

茉 ちゃん

R4年5月26日生（立花町山崎）

笑
顔
い
っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う

♡
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く

な
あ
れ
♫

松延 蒼
そ う

大
た

 ちゃん

R4年5月18日生（鵜池）
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